
(2)設計施工システムとマネジメン卜契約システムの比較

このシステムに設計拡銭型を導入し、マネジメント実結者 (~Cr) が発注者に代わって全

段階を連続的にマネジメン卜すると同時に設計の実務を行う場合、 (表 7・3・2) に

示すように、各関係者が栄たす経務性の追求の努力とそのあb5f!:が、期待される。

(表 7・3・2) 設副路工システムによる緩済性効果

量計量工ワーク矧 設計拡張型

段階と各業務 主住者 震計者:革n設計ifMCr量I音

!①動機づ一附十まで 効果 。 o 6 。。

(目的物の総定、機能と性能の決定) 主将8t発注者 2住吉i完/革 売住者;量産者

②概略設計から基本設計まで 効果 。 。 jム @ ， @  

(ai者元、品質、仕係の決定) 対象 先住者 先住者 l完/車 売住者白究住者

③基本設計から入札 ・秘J_';(まで

院

× ム :0 ム :0 一

(契約条件の決定) 発注者[先/基 給者秘書

@入札 ・積算から契約まで 1効果 6 6 '0 ムーOl@

(代案の提案/契約金額の決定) 対象 主症者 発注者'完/巨 税者'先住者発注者

⑤契約から於工まで zz ヰJZi
x 一 10

(労務、資材、彼械などの調達) 革工者

⑥着工から竣工まで 効F長一一 0 x -10 

(工事の遂行) 対象 :量工者 紅者
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(3 )ターン ・キー(性能発注)システムとマネジメント契約システムの比較

このシステムに請負絃張製を導入し、マネジメント災施者(MCrが発注者lこ代わって全段

階を連続的にマネジメントすると同時に、施工の契約も行う勾合、 (友 7・3・3)に

示すように、各関係者が来たす経済性の追求の53カとその効来が、 JUJ待される.

(表 7・3・3) ターン ・キーシステムによる経済性効果

ター〉・キーシJ.'iAお負拡張型

段階と各業務 売住者 1m苦:量工者 MCr 言若者 車工事

l①動機づー略設計まで 効果 。 。 '6 。 。

(目的物の確定、機能と性能の決定) 対象 定住者 売住者;完/匝 発住者 完投百

②概略設計から基本設計まで

院

6 I@φO 。 。 一

(諸元、品質、仕傑の決定) 量産者Il!泊先/能 見住吉 発注者

③基本設計から入札 ・獄mまで 効果 × o '0 。 ム

(契約条件の決定) 対象 産住者 :~/:革 発注者 I ~I!占

④入札 ・積算から契約まで 効果 ム 。 。 。 ム I@
(代案の提案/契約金鎮の決定) 対象 受注者発注者主/革 樹脂船|l⑤契約から着工まで 効果 - 16 :0 tj長(労務、資材、機械などの調達) 対象 革工若草n

昨工から阻まで 院 一×
事の遂行) 制 I I四|
。決定的効果 O効果 A僅か ・消極的 ×図統 一不可能
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(4)ワーク契約とマネジメント契約の効果の比較

以上の;告後討結果を、。を 3点、 Oを2点.ふを l点. xとーを O点、と換算すると.

(表 7・3・4)に示すようになる。この場合、原案水準を 100点、とする。この表示

の意味するところは、例えば、設計結工分離システムの場合、原案作成時の工事費が10 

0億円と推算され、その後のVEや競守ペ主の原型Eの導入などによる経済性の追求の結果、

1 5億円の圧縮効果があって‘契約金額は85億円になった.その後、結工者自身の努力

の結果.原価は81悠内となり、純工者は4億円の利主主を得た、とのストーリーを箔くこ

とが出来る。

人数
総数 ・100人月

••• ••• •••• •• •••••• •••••• ••••••• ••• •••••••• ••••••••••••••••• ••••• •••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
)tJjr，n 

(図 7・3・6) インハウス ・エンジニアの必妥動員モデル

(表 7・3・4)代替え機能における経済性の追求効果 これを、すべて直{IIfのインハウス・エンジニアでまかなうことを考える。業務の欠f喜が

短期間と想定される場合は、その都度、解雇せず次の業務開始まで待機させるので、以下

のような雇用計画が策定される。自主線内の網掛け部分を直仰とする動員モデルとなる.

ー --， r守ー----.， ーーー+ーーーー;・・・1 1...I L....; 「e.:
「・-ーーーーーー_.~ L...ー一一_"_' l-ー』ーーーーー J t...~ 

;・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・h:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・1
r' 1.................................... 

期間

代替え

人数 総数 :115人月

口一一三
4

(表 7・3・4)では、伝統的な建設生涯システムのワーク契約システムより、各々

の代替えシステムのほうが、経済性の追求効果を発注省ーに還元出来る可能性が高いこと‘

施工者への利益還元の可能性はケースパイケースだが、このモデルでは代替えシステムの

ほうが低いこと、を示している。

(図 7・3・7) 全インハウス ・エンジニアの直dllモデル

必要な動員のすべてを、直備のインハウス ・エンジニアに頼らずに、部分的にマネジメ

ント実施者の利用を考える.この場合選択されるのは、オーナー型 (0)形態であろう。

直備のイ ンハウス ・エンジニアは‘下図の破線内の綱掛け部分のように、低減することが

出来る。

7・3・2・3 発注者の経m-経費の経済性

(1 )人件費低減の可能性

発注者ーが、ワーク契約を実施するために必要なインハウス ・エンジニアの動員数は、実

路するプロジェクトの複雑さ、規様、同時点の数などに影響される。したがって、発注者

が実際に必裂とするインハウス・エンジニアの動員数には、変動が出る。

今、 (図 7・3・6)のような変動が想定されるインハウス ・エンジニアの動員計画

のモデルを想定する.

人数 総数:1 1 0人月

000 000 0000 。。
「ーーーー一一ーーーーーーー ーーーーーー・ーーー ー・ーーーー_._.-ーーーー 、・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・i 000 •••••••• ••••••••••••••••• •••••• IG...................................ー:

期間

(図 7・3・8) オーナー型を採用する場合の要員の動員モデル
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マネジメントぷ施者の採用をさらに進めて、エージエント型((Ql)形態を考える。この

場合、 l主的のインハウス ・エンジニアは、下図の破線の網儲け部分のように、最小限の基

幹要員に限定することが出来る。

人数

総数:100人月

。。。 。。。 。(Ql(Ql。 。。

。(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql (Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql (Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql (Ql(Ql(Ql 

。(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql (Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql(Ql (Ql(Ql(Ql(Ql(Ql 
「‘ー'ーーー-.-.-ーーー ーー・ーー.-._.-_.-.-.-，-ー ーーーーーーーーー'ー・ー・ー・ーーーーーーーーーー.....................................: 

期間

(図 7・3・9) エージエント型を採用する場合の要員の動員モデル

以上のモデルの使った比較では、全員を直備にした犠合は (115-100)-:-100= 1. 15、す

なわち 15%の余剰婆員を抱えることを、余儀なくされる.

一部をマネジメント尖施者からの派遣に依存するエージエント型を採用した場合は、

(110-100)-:-100 = 0.10、すなわち 10%の余剰要員となる.全員直備の場合からの人件費

率は、 (115-110)-:-115= 0.043、すなわち4. 3 %の低減となる。

徹底してマネジメント実施者に依存した易合には、余剰IJM員をゼロにすることが可能と

なる。全員直侃fの場合からの人件費率は、(115-100) -:-11 5 = O. J 30、すなわち、 13. 0 

%の低減である。

つまり、発注者はマネジメント実施者の探用によって、経常経費の中で・最も比重の高い

人i牛貨の低減を可能にする。このモデル検証は、単純な人数の比絞だが、実際はマネジメ

ント謝i躍が派遣する要員と‘発注者が必要応じて臨時かつ短期的に雇用する要員を、質

の上で比較すると.マネジメント実施者が抱えている婆長のほうが質が高い、といえる.

要員の質が高いと、動員数にも影響を与え、動員数の低減をはかるととが可能となる。発

注者はマネジメント実施者から質の高い要員の派遣を受けて、上記のモデルで比較した以

上の経済性をあげる可能性が期待できるわけである.

(2)管理主芸員の生産性指向の百五芽

前項 (1)のモデル比較を可能とするには、管理斐因(非生皮音e門の内勤ホワイ卜 ・カ

ラー)の仕事の内容と作業:!il;の明降化が、行われていなくてはならない。明篠でないと、

動員計磁の立案が不可能である.作業法や生渡性(作業盈/資j司)が明確でないと、経済

比較の上に立った選択が出来ない.生産性とは、従来は企業内部の生産部門における経済
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効率を指していたが、マネジメント梨約の務入、ことに補完機能を期待したマネジメント

契約の採用は、従来、お座なりにされてきた管理部門にも生産性の認ぷを務入寸る助隊を

与えることになる、と考えられ、怠義がある。

7・3・3 マネジメント実犯者における企業経営上の意d後

7・3・3・1 ソフト技術の市場価値付け

(1)人材主義

マネジメント笑純者の経営資源の中継は人材であり、経営戦略の中1亥は人材主義である.

マネジメント実施者が補完機能を全う出来るには、発注者自身のインハウス・エンジニア

によるマネジメント費用資(ManagemenI Cos!)よりも低廉な報酬(Fee)で、より高いポ準の

マネジメント効来を発長官出来なければ、市場価値を持たない。そのために、質の良い人材

をそろえることが重要である。質が良いとは‘すなわち人数が少ないか、マネジメント賞

用が少なく、仕事の処理母が多く .仕事の質的水準が高いことである.そのためには、マ

ネジメント笑胞者の泡える婆員が少数精鋭であることが、きわめて重姿な要件となる.

精鋭とは、良い業~jを上げる可能性がある潜在的な能力を持つ者であり.精鋭が能力を

発律するには、{言賞必l!lJ主義と業績主義に徹した人事政策が、終営の中心になる。この経

営政策を妨げる無条件な年功序列、終身雇用の償行は排除されねばならない。能力日軍政を

制度化し、年功序列をカモフラージュする経箆主義は、マネジメント尖』在者の質的水準維

持の阻害要因となる。

(2)人材の専門性

マネジメント実施者の人材要件は.専門性を備えた実践カである。その専門性は特化さ

れなくてはならない。備えるべき専門性の間口は‘建設プロジェクトのライフサイクルの

全段~じが対象となる。

米国でマネジメント実施者が提供するサービス内容は、C似Aと LMI(Logis 1 ics Manage 

menl Inslilule)の調査によると、工事段階が n8%と圧倒的に多数を占めている.

その中で特に契約管理(ConlraclAdminislralion)が 93-94%. 1京価管理(CosI lIanagem 

en t)が 86-m:である。(*1) 

ワーク契約ではワーク実路者が発鍔するべき専門性の対象は、契約条件として事前にl劃

定されるのに反して、マネジメント契約では契約締結後にも追加されるように、流動的な

ことが多い。

マネジメント契約は、発注者の機能や能力を補完する本来の基本的目的のほかに、ワー

ク実施者を補う機能を:;1{められることもあり得る。そのような拡張的な性格を持つ一方で、

発注者やワーク実路者が備えている機能や能力が十分な場合は、マネジメント実施者はお

呼ひずではない，マネジメント実施者が発障できる機能や能力は相手次第でめる.マネジメ
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ント実施省ーがi[;践できる機会や舞台の設定は、 「受動的Jということになるa

(3)価値(¥ 'ue)の重視

マネジメント実胞者は、受注産業であるから、先住者の希望や要求に応えなければなら

ない。しかし，発注者側が要求するからとの受動的な理由づけで、受け入れるのではなく‘

究注者側~にとって価値の高い (\'a1 uab 1 e)ものを完成する、という期待にマネジメント実施

者ーは、応えなくてはならない。マネジメント実施者が布11完機能を全うするには、価値(¥'a1 

Ile)感覚を持つことが必要となる。印lifl直感覚とは、業務の成'*を、価値の尺度で評価するこ

とであるa マネジメント実B在者が備える恩惣は、価値至上主縫となる。

建設プロジェクトの価値の意味は、時にはTimc(工期や完成時期).時には FuncI i on 

(規模.美銀、供用性)、時には Cost (工事費やトータル ・コスト)であり、その要素は、

時期により統動的で固定しない。マネジメント実施者の活動の基本は、続動的である価値

に対して、時期に応じて尽章子な結果を生み出すことである。

(4)価値による業務評価の方法

マネジメント主主胞者の活動基本は、最善の価値を生み出すことにある。そして、その効

率は、発注者のインハウス・エンジニアがマネジメントに要する費用(ManagementCos t)よ

りも低廉であるべきである。その比較の指標は、

V/M 

で表示される.Vはマネジメント価値(Value)、MI孟マネジメント費用(Management Cos 

t)である.マネジメント実級者の採用が、肯定される状況は、以下の4つのケースである。

①!: / /¥111 

② !7 V /ど|

発注省とマネジメント実施者の価イ直水準は等しい

マネジメント実施者のマネジメント費用が少ない.

マネジメント実泊者の価値水準は高い。

発注者とマネジメント実施者のマネジメン卜費用は等しい。

マネジメント実施者の価値水準が倒めて高い。

マネジメント実施者のマネジメント費用も高い。

価値水準高による成巣が、マネジメント費用高を超越する。

マネジメント実施者の価値水準は低い。

マネジメント実施者のマネジメント貨用は非常に低いe

悩{直水準の低下を、マネジメント費用高の低下が凌駕する。

③の場合.関係者の注目l立、価値の著しい成果にl向けられず、マネジメント貸用の上昇
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に向けられることが多い.そのために.評価は拒絶的否定的な反応を被ることが多い.

④の場合、関係者の注目は‘マネジメント貸用の著しい低減には向けられず‘価値の低

下に向けられることが多い。そのために、評価は矩絶的否定的な反応を被ることが多い。

以上の状況から、マネジメント実施者の業務成果に対する評価は、①と②が妥当である

として、ほ抗が少ない.

マネジメント実施者は、発注者自身のインハウス ・エンジニアによるマネジメント貨問

を超えない資周で、発注者自身が学げうる価値を下回らない成占誌を維持できることによっ

て、評価を得ることが出来る。

(5 )利益

マネジメント実胞者の利益は、マネジメント契約金額の中の報酬(Fce)から生み出される.

αIAAと LMIの翻査によれば、

Lump Sum Fixed Fee:32% 

CoSl Plus Fixed Fee:27% 

Time Spent (with Maximum or Time and Materials) :26% 

Pcrccntage of Consiruclion Confracl:15% 

となっている。(キ2)

あらかじめ Feeの金額が明確であり、マネジメント実施者にとってリスクがないので、

マネジメント実縮者は、受け取る Feeと利益を、正確に予測することが可能である.

7・3・3・2 情報・知識の蓄積

(1)フィードパックの重要性

マネジメント実施者のJ副主する価値は、マネジメント費用との対比によってffllJられるが、

マネジメント実施者の選定の尺度は、価格依存の経済性が基準(価格鋭争による入札など)

ではなく、笑綴や業絞が基準になる.

マネジメント実施者の活動を支える資源(Source)は人材だが、この人材をZ平価する尺度

は、質的水準である。この質的水準を証明する方法は、過去の経験の豊かさつまり経

(量的要素)の立派さ.つまり業績(質的要素)である。過去の母的 ・質的な実績が‘現

時点のマネジメント実施者の能力水準と直結するには、これらの情報の完全なフィードパ

ックが行われていることが、必要であり、フィードパックを前提として始めて機能する評

価基準である.

マネジメント契約で得られる情報は、ワーク契約よりも透明性が高い.その結果、ワー

ク契約では入手が困難な相手側の情報も入手が可能となる.マネジメント実施者の経験の

フィードパックは、価値が高い情報を入手 ・蓄積を可能とし、その蓄積がマネジメント尖

持者としての企業開格差につながる、と考えられる。

(2)フィードパックのシステム化
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マネジメント尖施者が企業として.実紋を完全に蓄積するfitE実な方法!手、優れた経験者

を解寝しないことである.少なくとも基幹要員を残し、次のプロジェクトに備えた考胞が

必要と思われる。

. 3・2・3で述べたような発注者が抱える不平IJに対して‘マネジメント尖B在者が優位性

を発j家出来なくなる。発注者ーが長期雇用音を多くJ包えることが可能な潔境の場合、マネジ

メント実施者は、優位性を究鈎1できず、発注者はマネジメント'Ahi!i-lfをt.iJTlするメリット

がなくなる.もし発注者が、建設プロジェクトを断続することなく述統的に尖総出来る場

合は、発注者自らがインハウス ・エンジニアを長期的に応用し、ワーク契約のみを採mす

ることが、望ましい選択肢となる、と考えられる。

7・3・3・3 リスクマネジメント

マネジメント契約の採用は‘リスクを変化させるのではなく、リスクの負担を変動させ

る。そのリスクの配置を、マネジメント~hí!ì者が果たすことになる.マネジメント契約で

は、発注者自身が負但を党悟するリスクを発注者に、発注者が悶isiしたいリスクをワーク

実施者に、配給、分配するリスクの適性配分が、マネジメント実施者の役目である。

(2)発注者が被るリスクのクマネジメント

マネジメント契約が介在する建設フ'ロジェクトのリスクは、原則的に発注者ーが負担する.

したがって、如何にしてリスクが工事貨の高騰に影響を及ぼさないかを考[設することが、

マネジメン卜実施者の重要な役割になる。

(3)マネジメント実施者が被るリスクのマネジメント

もし、マネジメント実施者がリスク負担することによって、建設プロジェクトがより良

い成果を生み出すのであれば、マネジメント実施者のリスク負担も考慮されなければなら

ない。マネジメント契約に様々な形態が生み出された事情の中には、マネジメント尖施者

のリスク負担によるマネジメント契約の適用性の拡大も、考えられるe

(4) ワーク実施者が被るリスクのマネジメント

マネジメント契約の誕生の動機の一つに、ワーク実施者への過度なリスク負担を是正す

ることにあった。ワーク実施者が負担するリスクが、建設プロジェクトの履行と完成に及

ぼす影響を配慮することが、マネジメント実施者の役割の一つである、と考えられる。
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(図 7・3・10) Bachlel社の長期雇用者

筆者が米関で勤務した際に共同企業体を組んだ Bechlel社は、長期雇用の指向を持って

いることが指摘できる。(図 7・3・10)は、その際の共同企業体の官邸設であるが、

その中で、同社からの当プロジェクトへの派遣員のうち、五年内性の高い分野を担う社員は

長期雇用者だった。プロジェクト終了後も、 Bechtel社の身分を失わず、日本の終身雇用

制度の処遇と同じように、次のプロジェクトの要員を勤めている。

米国で慣用されているマネジメント実施者の申請書では、質的条件(Qualification)とし

て、実際の担当者に長期婆員(Permanen I E四p1 oyee)を前提に‘その質を問うことがある。

(3 )フィードパックの訴師と遊休雇用の不利

雇用の固定化したシステムは、経験のフ fードパックを効果的かつ確実にする利点があ

る反面、遊休要員を存在させ、企業経営上は両賞IJの刃となる危険をはらむ。つまり先の7

7・3・4 ワーク実施者における企業経営上の意義

7・3・4・1 マネジメント契約の意味

ワーク実施者にとって、マネジメント契約の意味は、次の3点に集約される

①伝統的な建設生産システムの、発注者とワーク実施者だけの関係に、マネジメント笑胞

者の介在が;fJ日わった。

②伝統的な建設生産システムの、発注者とl'heEngineer (コンサルタント)とワーク実施

者の関係から、 ThcEngineer (コンサルタント)が消え、マネジメント:A.of!!者が加わった.

③伝統的な建設生産システムの発注者の代わりに、マネジメント実施者が登場した.
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すなわち、①は、発注者側に強力な応援者が加わって‘発注者の能力 ・機能不足につけ

込むことが不可能になったとの認識。②は.コンサルタントの中立的存在を失い、エンジ

ニア裁定に{中裁がとって代わったとの認識。③は、ワーク実施者に対してマネジメント実

施者ーが発注者にとって代わったとの認設である。

7・3・4・2 ワーク実施省のメリット ・利益

基本的には、ワーク実路者はマネジメント実施者の採用による影響を被ることが少ない

立場に位かれている.したがってワーク実施者が享受するメリットや利益は、マネジメン

ト実施者の介在の有無とは、無関係である.

マネジメント契約が選択されると、設計飽工やターン ・キーなど、ワーク実施者にとっ

て付加価値の高いと考えられる生産システムを.疑案する機会が失われる。

潜在カを持つワーク災施者が、マネジポント契約の採用によって、提案する機会を失う

ので、市場回復のために、マネジメント実線者への進出を企図することになる。これが‘

ワーク実施者の新市場進出、業際拡大につながることになる。

米国の建設会社は、一般には売上高よりも収強力のほうに、企業や経営の評価の比重が

高いとされている。ワーク実施者にはマネジメント実施者への伝送には低抗感が少ないと

思われるa

従来のワーク実施者が、ワーク実施者にとどまる限り、マネジメント契約システムの存

在が企業経営上に受ける滋響は少ないが、マネジメント契約システムが運用される市場で、

ワーク実施者がマネジメント契約を手がけることによって、企業経営に有益な結果をもた

らす意義がある、と考えられる。
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第8章 マネジメント契約(MC)システムの米国市織における評価と

日本市場への噂入の可能性と:寝泊

8-1 米国市場におけるマネジメント契約(MC)システムの評価

8・1・1 発注者の立場からの評価

(1)管理費用の縮小

マネジメント契約システムには、管理要員の低減少DJ裂が期待できる。公共工事に導入し

た場合、公共機関のインハウス ・エンジニアの数を抑制することが可能になる.と言われ

ている。米国陸管工兵隊は、次のように有効性を認めて(本1)いる. r作業水準を下げずに

連邦政府の人員規様を削減しようという昨今の要求に照らせば、従来陸軍工兵隊が行って

きた業務を外注する必要性が高まることは明白である。マネジメント契約は、特殊技能の

提供や一時的不足を布liうために比較的短期間の人的提供を受ける場合は、特に有効であるJ

マネジメント契約システムは、発注官庁の肥大化を抑制し経費を節減する、と考えられ

ている.

(2)管理部門へ生産性の導入

従来、生産性に対する関心は生産部門に向けられ、管理部門への認識は乏しかった。マ

ネジメント契約システムは、管理部門の生産性を認識する動機となる.と見なされる.

(3) リスク回避の効果

通常の請負契約では、発注者は工事中に予想されるリスクを、受注者に負担させること

で、自らのリスク回避をはかろうとする。受注者は、そのリスク負担を含む金額で応干しし、

落札すれば工事を行う.受注者は、想定したリスク負担額より被った支出が大きければ煩

失となり、想定より支出が少なければ儲けとなる。儲けは受注者の利殺で、発注者に還元

されない.議負工事では、発注者のリスク回避は発注者の利主主にならない.マネジメント

見約システムlこは‘リスク回避の成果を発注者に還元可能な仕組み、たとえば段階施工や

実費精算などを導入することができる点を、評価されている。

(4)工期遅延の防止

米国では.工期遵守は絶対復されない(本2)。契約条件が変化すれば工期変更は当然視さ

れる。工期変更は、工期延長を意味する.受注者が工期延長を当然と考え、発注者は工期

遅延を契約違反と判断し、そこで、工期遵守の要求と工期延長の要求が衝突するs 契約条

件にまったく変更がない、ということはあり得ないから、受注者がこじつける(と発注者

が考える)要求が通って、工期延長を認めざるを得なくなる.

連邦政府の実状調査の結泉、殆どの連邦政府発注のプロジェク卜で、工期が守られず.

その遅延状態が民間工事よりもはるかにひどかった事実(日)が、マネジメント契約システ
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ムのf*用の動機になった(刈).マネジメント契約システムの導入の結果、迅速施工や段階

施工が効を奏し、公共工事に!!延していた工期遅延が改善された、と評価されたa

(5 )発注者の協議とプロジェクト参画

建設プロジェクトでは、契約前は業者選定の決定権を握る発注者の立場が強いが、契約

後は現場を支配する受注者の立場が強くなる.発注者は契約締結後、契約上や法律上の争

いを受注者から{J:かけられないか、と恐怖感をJ包き、不必要に身構えることになる.発注

者は孤独感に陥り、自分の立場を擁護する理解者や味方を求める心理になる。

マネジメント契約システムに備える特徴には、次のような指嫡(将)がある.

0ユーザー志向である.

0一式背負システムや設計施工システムよりも、対応範囲が広い.

0必要に応じて、随主主に発注者の参画が可能。

マネジメン卜笑胞者は、発注者の代理役を貧き(柑)、発注者と敵対関係にならずに、発

注者の利益養護のために、工事を管理する(ヰ7)。

その目的達成の効果をあげるためには、マネジメント実施者をできるだけ早い段階に雇

用することが望ましい(将).

発注者がプロジェクトへの参画を容易にするために、マネジメント実胞者を雇用する併

のこともある。その場合、マネジメント実施者が提供するサービス業務は、発注者の翻i釜

・工事国での能力や機能の発f41・紘大を図る(寧9)ことになる.

マネジメント契約システムでパートナリングが効果を発仰すると言われる理由は、マネ

ジメント実施者の存在が発注者の立場に立ち、且つ発注者のプロジェクト関与の機会を作

り出す役割を来たしている点が大きい、と考えられる.

(6) VEの効来的活用

マネジメント契約システムでは、 VEに対する期待が大きい.

マネジメント契約システムで‘ VEが効果を発鍔iできる理由は、高い専門性を期待でき

るマネジメント実施者の採用が可能となること.専門性の高いマネジメント実飽者が、設

計に先立つ企画段階(ColIsept Pbas e)からワーク契約に発注するまでの全段階を通じて参画

できる点を指摘することが出来る.

(7)情報の透明性

ワーク契約の場合、給、価契約の一式訪負では.発注者が入手できる価終情報は、捻額の

契約金額一個に限られる.マネジメント契約システムを導入し、分割契約のワーク契約に

すると‘発注者は詳細かつ具体的な価絡情報を得ることが出来る。マネジメント実施者が

情報を隠匠 ・改貸しないガラス板の役割を果たすことにより、透明性のある情報が、発注

者の能力向上にもつながる、とj忍われる。

(8)大規模プロジェクトのマネジメント対応

地下鉄網‘空港、港湾など、システム策定から始まる大型フ・ロジェクトは、発注者にと
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って 1世紀に数度あるかないかの数少ない機会である.自らのi'i務を完全に果たすだけの

対応能力を、事前に備えていることは少ない。長期にわたって常備することも図議である.

発注者には、新規]j'if用と外注の選択肢が与えられる.マネジメント笑約システムは.供述

な専門家集団を選別して、マネジメント実施者として必要な時期に限定して採用が可能で

ある点が、直接康問よりも秀れている、と考えられる.

マネジメント契約システムの提供可能なサービス業務は.プロジェクトのライフサイク

ルの全段階にわたる(*8)ので、設計前の慨念構想(Conceptual)やプロク・ラム計画立案だけ

に、あるいは占有の現場閉鎖と操業開始(Close-Qutand Starl-Up)に限定して、サービス

業務の鑓供を受ける選択月支(本10)もありうる.ワーク契約システムより長期間を対象とする

ことも可能であるかわりに、短期間だけを対象とすることもあり得る。このような機能を

備えるマネジメント実施者の採用に成功すれば、発注者は、自らの機構の改革や新設、組

織の埼設等を考慮する必要がなくなるであろう。

米国で現在、 SanFranciscoの地下鉄道網(BERT)、Bos!onの高速道路網、 tiewYorkの

国際空港(JFK)などの超大型公共工事に、このマネジメント契約システムが採用され、 Bec

htel社など多くの大手企業が、マネジメント実施者として参画している事実がある.

(9 )複雑なフ.ロジェクト組織のマネジメント対応

企業者(Entrepreneur)、資金提供者(1nvestor)、発注者(Emp!ayer). 所有者 (O~'ner) 、利

用者(User)、設計者 (Designer)が異なるプロジェクトや.多数業者ーが参加するプロジェク

トでは、プロジェクトを統話調整するマネジメントが必要になる。プロジェク卜の成否は、

マネジメントの伎巧の如何に関わるが、発注者が常に相応しいマネジメント能jJ;を備える

とは限らない。この場合、複雑な関係を円滑に進めなければならないマネジメントに直面

した企業者や発注者は、プロジェクトを成功に導く能力や機能を備えている熟達したマネ

ジメント実施者を採用し、業務委託することによって遂行が可能となるわけである.

(10)非(来)完結型プロジェクト

請負工事(ワーク契約)は、完成義務を有する契約である.ところが.ワーク契約の締結

時点、では、成否が不明で終わりが見えないプロジェクトが存在する。たとえば‘先年湾岸

戦争で発生した、 Kuwait国内の池田火災の鎮火プロジェクトのような事例である.

マネジメント契約は委任契約として、完成義務を有しない対応が可能である.そこで、

ワーク契約では対応不可能な、契約時点で完成のめどが立たない非(米)完結型のプロジ

ェクトにも採用することが出来る。 Bechtelが Kuwait政府から受注したことは.マネジ

メント契約システムの特性を利用した事例である.

8・1・2 マネジメント実施者の立場からの評価

建設会社が、マネジメント実施者を行う場合の視点で行われた評価を挙げる.
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(1)リスクの軽減

1主投プロジェクトで発生するリスクは、特に工事段階が大きい。工期の長い工事や確度

が(互い工事では、業者が被るリスクは短めて大きい.

マネジメント契約システムは、リスク縮小、発注者負但、ワーク実施者負担の選択肢を

有する。ワーク実施主ぎがリスク負担を免れようとして、マネジメント実施者に転身をはか

り、業際拡大をはかる経営戦略を採用する可能性が高くなる。

マネジメン 卜契約システムがill設市場で比重を高めるにつれて ENR誌の Top400 Cont 

rac lorsの統計で常連として名を連ねるランキング上位の大手企業のランク変動が小さく

なる傾向を、読みとることが出来る.米国の建設企業が、マネジメント契約システムを経

営安定上の点で評倒している、と見なすことが出来る.

(2 )マネジメント伎術に市場価値が付けられること

マネジメント実施者'の活動は、 「建設プロジェクトにかかわる通常の Archilecluralお

よび Engineering関連のサーピスの範囲を超えて、あらゆる段階を通じて実施され、新し

い施設の建設に際しては工期.コスト、および品質の管理に言寄与する、一群のマネジメン

ト活動Jであり(本11)、その果たすべき役割は、まず Managcrであり、ついで Technical

Consultantである(キ8)とされる。これらの活動に適していると考えられるのが、マネジ

メント技術である。

通常、優れた建設会社ほど、マネジメント技術が優れている、と考えられる.従来、優

れた建設会社は、優れているマネジメントを使って業紋を挙げてきた.しかしマネジメン

トの市場が存在せず、マネジメントの価値を求めるビジネスの機会がなかったので、マネ

ジメント自体を、ビジネスの具に出来なかった.

マネジメン 卜契約システムの出現は、建設市場に新しいビジネスの機会を与え、潜在力

を持つ優れた建設会社がこの機会を利用し、マネジメン ト能力によって企業格差を顕在化

させる可能性がある、と考えられる.

(3)履行保証負担からの回避

米国のワーク契約では.履行保証が不可欠である。保証能力のない建設会社は契約が出

来ない。保証能力があっても、保証費用は建設会社にかなりの負担を強いる。

マネジメント契約システムは、委任契約であるので保証が不要であり、この負担から逃

れることが出来る。プロジェクト参加の機会を拡げる。その結果、財務的に弱小な組織で

も、プロジェク卜に参加する機会を得る可能性が高くなる‘と考えられる。

(4)情報の替秘

マネジメント契約システムでは、マネジメント実施者は、発注者と情報の共有が可能で

ある。情報はフィード ・パックされ蓄積が可能となる。建設市場の中の、企業や業種毎に

孤立している情報の垣俊を取り払う効果がみる、と考えられる。
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8・1・3 設計者の立明からの評価

マネジメント契約システムにおける組織とは、 「先住者のえli設て、Jiのニーズを満たすた

めに‘発注者 (O~'ner) 、マネジメント災純者、&.び設計組織(Desi gn Organ 1 za 11 on)から偶

成されるプロジェクト機柿CProieclOrganization)Jと定謎(判2)され、設計者はマネジ

メント契約システムの組織の一員を構成している設:ll者にとって、 5見合する場合があるマ

ネジメント実施者は、欣迎できない存在と考えられている。

(1)役割と責務

設計者は‘受容できる利益も小さいし、リスクも小さい.設計者は、経済的なペナルテ

ィーを恐れることなく、金銭的利益に関心を持つこともなく、発注者の利益のために、発

注者に満足を与えることが出来るか13)存在である。その成果によって高めた訴よ判が、設計

者の評価につながる(宇14)。マネジメント実施者に探せられる役割は、設計者と同一であり、

上記の文中の設計者をマネジメント実施者と読み変えることが出来る。しかし‘一つ組織

の中の同じ性格を持つ者の存在は、二者は並び立たずであって、混乱をもたらし、』主任の

所在を暖昧にしてしまう。そこでプロジェクトの初期段階で、設計者とマネジメント実施

者の役割や安任の相迭を、明確に規定して関係者全員が認識する(本14)ことが必要になる.

両者が干渉し合う部分で優位性を決定する際に、設計者は自分の優位性を強く主張する答

である。設計者は自らを伝統ある有資格者の誇りを持ち、マネジメント実路者を新参有と

にさげすむことがあり得る.設計者の主張の線拠に、マネジメント実施者の資格(Quallr j 

catio日)が挙げられる。マネジメント実路者の企業にも個人にも、資格制IJetが制定されてお

らず、法律的規制lもない。発注者には、最適なマネジメント災施者の採用の織号'J判定が非

常に困難で(本15)あり、設計者の選別するよりも困難であると、設計者たちは主張している.

(2) 目的

マネジメント実施者の目的は、現場のi時間短縮、生産性の促進、工程の維持.俵低コス

トの努力作14)に重点を置くのに対し.設計者の意図や関心は、コスト前日減よりも、プロシ

エクトに投下される資金の利用効果を最適化し.プロジェクトの稼働効率を高めるように、

自らが設計を行うこと(ヰ16)にある、とする。

マネジメント実施者は目標の価値 (Value) を最小コストで実現すること、-~ぢ設計者は利

用可能な資金の範囲で最高の価値を実現すること、とその価値観は対照的であるs

この価値観のどちらを逮択するかは、発注者の判断にかかっている.あらかじめ発注者

は.設計者とマネジメント実施者の立場や役割の相違、優先順位を、厳絡に決定すること

が必要になる。

(3)設計への工事情報のインプット

マネジメント契約システムの利点の一つに、施工性(Constraclabilily)か設計に反映さ

れることが挙げられている。その実現のために‘設計者はマネジメント実施者から、工事
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関連情報のインプットを受ける必要がある.

しかしこの点が、設計おとして大いに不満であって、設計者の立場から.以下のような

反論付17)が行われている。

「マネジメント契約システムで一般に行われているような、設計者でが行った設計成果を、

マネジメント実』在者が照査(Revicりするという路工性の照査は、 illiけるべきである。この

ような照査は、設~1'.Jl'と別の存住に検討をさせ、意見を求めるわけだが、はからずも、そ

の存在であるマネジメント実施者の発意によって、プロジェクトの設計変更が余儀なくさ

れるか、設計変更が好ましい、との思いこみを関係者に他え付けてしまう。この思いこみ

は必然性がなく非能率的で好ましくない」

なぜ必然性がない、と主張しているのかといえば、マネジメント実施者が必ずしも設計

者より優れた能力や感党の持ち主でないにもかかわらず、自動的に設計をマネジメント実

』在者の照査に委ねる、というシステムを設定してしまうことに、設計者は我慢がならない

のである.

そこで設計者側は、結工性の照査よりも望ましい方法として、 「設計段階で、設計者と

マネジメント実施者の両者がタイムリーな協力体制を持って、連続的な ConsuJtat ion/L 

iaison Approachを行うJことを提案している。タイムリーな協力体制の発揮は微妙であ

り、施工性の照査では発生しなかった刺々しい衝突が起こりうる。提案している設計者自

身、マネジメント実施者とのアプローチを歓迎しているわけでなく.誰からも制約を受け

ない設計者自身の自由な設計が本心のはずである。マネジメント契約システムを全面的に

否定できない現状に対する、やむを得ない妥協の提案、と考えられる.設計者の追い込ま

れた現況が、かえってマネジメント契約システムの確実な定活の実情を裏付けている。

(4 )即応性(Responsi vencss) 

設計者には、次のような主張作t8)もある.

設計者は「発注者とマネジメント実路者とともに、スケジュール作成に参加し、スケジ

ュール規定後は、設計者は発注者やマネジメント尖純者から干渉を受けずに、このスケジ

ュールを完i差出来るように、事長軟性を発搬しなければならないJとする.スケジュールと

は、臼緩や工程ばかりではなく、品質の規定、設計の仕係、ワーク契約のシステムなどを

含む.したがって.関係者の聞でプロジェクトの基本方針がりとまったら、その方針に反し

ない限り.設計者lこ下渉するな、と宣言している.そして「発注者とマネジメント実駆者

は、専門的な知識で、プロジェクトの発注者満足度(AccePIabi 1 i ty)や路工性の忌終成果に

寄与すべきである.エンジニアリング手法や設計成果品には、問題がない限り、手を付け

るべきではないJと主張しているe マネジメント契約システムの中で、設計者の分担役割

を明確に規定し、その聖域を侵すな.との主張である。マネジメント実施者に対する優位

性や独立性が失われることは、設計者の存在価値を失わせ、単なる図蘭書き役にllZめられ

かねない、という危機感が見てとれる。
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(5)責任(Rrsponsi、1111¥)
前項の「エンジニアリング手法や設計成果品Jを型Ji.xと考えるE空白十-lfのセヲ五l立、以下の

ような必付けがある.としている.

「マネジメント契約システムの関係者たちは、投3十i'!任が11'i，1トお'のi'tfl:に脱していると

いう原員1)を守らなければならない.その:m壬を負うためにJ払'1t者は、f>世~Iーとエンジニアリ

ングを修正し解釈を行う権限を持つo ft!lの関係者にその椛限のl'rN!を許すべきではない

という主張(本!のである.

設計者に設計l1t任を負わせる限り、設計者が納得しない設計ーを強制l出来ないE マネジメ

ント実胞者と設計者の問で、設計方針や設計成果品の水準を巡って~ñiするJ-g合、マネジ

メント実施者が設計変更や方針決定に決定的な役割を来たした部分の設計責任は、マネジ

メント実施者が負うことで、処理し解決することになる.そのJ混合設計者が、設計責任の

放棄そのことに拒絶反応を示すことが多い、といわれる.

(6 )現場組織(Fi e 1 d Orga n i za 1 i 0日)

マネジメント契約システムを採用した場合の設計者の現場駐在について、設計者は次の

ように、主張(本18)している。

「設計者が、現場駐在の必裂を認めた場合、発注者は、設計組織(DesignOrganizalio日)

の現場駐在に、承認を与えるべきである，加えて、工事現場において、建設工事/エンジ

ニアリンク'関連の諸問題を解決する責任を正式に課し、そのために発言出来る権限を与え

なければならないJ

しかし、発注者の期待に応えうる実力のある設計者ならば.発注者は.設計Jま張型企採

用し、設計者lこマネジメント実施者を委任するに途いない.マネジメント実路者の採U'Iiが.
設計者に対する発注者の信頼不足を物語る証明にほかならない.

8・1・4 ワーク実施者の立場からの評価

工事を請け負うワーク実施者(請負業者)の視点で行われた"平価・を挙げる。

(1)分割発注

プロジェクトが巨大になり複雑になると、工種や業者の数がi自える.管理の煩殺さそを倣

う発注者は、業者数を偉力減らそうと試みる。

GS，~が、インハウス ・ エンジニア数の抑制のために、分割発注を-ti量発注に変更しよう

と考え、一時l草案用に付された.受注機会を失った専門工431器者が.この措置に非難の声

をわげ、政治問題になった.

発注者が本来行うべき管理を‘烈達した管理能力を有するマネジメント実飽者が肩代わ

りすることで、大型や複雑な工事のワーク契約にも、分割発注の道が妬ける。むしろ分割

発注して複数業者を選定しなければならない場合にこそ、マネジメン卜契約システムの特
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性が発符出来る、と勾・えられる.

(2)技術移転

請負のワーク契約の場合、元請け業者lま専ら、自分自身の経済性追求にのみこだわる.

元請け業者は、下rii'1け業者にt主術移転するインセンティブを持たないe しかし‘発注者に

その意図があるならば、能力の高い総合建設業者をマネジメント実施者に採用して、マネ

ジメントヨミ純Jfーからワーク実施者に伎術移転することが可能である.マネジメント実胞者

が、発注者ばかりではなくワーク実施者の補完も可能とされる所以である園

後進国に対して、先進国が技術供与を行う際、マネジメント契約の録用は、技術移転に

有効であり、ワーク契約システムよりも高い評価を、相手留から得ることが出来る。

(3 )大型プロジェクトへの参加機会

専門工事業者と総合建設業者との企業格差は、マネジメン ト能力である。調達能力でひ

けを取らない専門工事業者が、大型プロジェクトに参加出来ないのは、マネジメント能力

が欠けているからであり、それが理由で、発注者の信頼を得られないからである.

マネジメント契約の採用は、大手企業にマネジメントの役割を課し、専門工事業者に、

大型プロジェクトへの参加の道を開く、と考えられる。

8・1・5 総合評価

8・1・5・1 ，W価と補完 ・代主主え機能の関連

マネジメント契約のシステムの補完機能と代替え機能に対する評価は、 (表 8・1・

1)に表示されるような関連づけが可能である、と考えられる。

発注者の訴1価は‘補完と代答え機能の双方に分散している。マネジメント契約が発注者

の立場で作り出された 2つの機能を生んだ結果の、当然の!帰趨と考えられる.

マネジメント実hiiJ.者の訴価l立、総完機能にだけ向けられており、代替え機能に対する評

価は低い.

設計者・は.マネジメント契約システム自体に批判的であり、特に代替え惨能に対して強

い拒否反応を示している.

ワーク実施iif・の評価は、代替え機能に向けられ、補完機能に関係ない、との認識にある。
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(表 8・1・1) ぷ価と補完・代符え後i定のl羽述

発注者の立場 マネン.Jント芸量E ".主H1'fのil:l:!，} ワ-;:i:U

l評 管管iリ 工 発経 大|複非 リマ 履↑古 役目工日llu|現
.el!I.eI!ス j羽注済 報 規制f完 スネ 行線 古1J的事応(壬場 jl;IJIWiプ
資部ク 選 者効 の 伎な結 ク ジ 保の と情性組 発移ロ
用 r~ 回 延 擁 J耗透 プププ 経メ 言正蓄 i'J1 I~ 織 1主転ジ
のの避 |妨 誕の 明 ロロロ i成ン かH'.i務の ヱ
総生効 止 回 性 t、ノ~I :、y て、ノ， ト ら イ ク
小 産 来 収 エエエ の の J 、 {卜

性 クク ク 市 回 フ -参
導 トト ト 場 避 ツ 力日
入 対 対 買す 価 ト

応 応応 値

前日
。 。 。 。 。 。 。 。。 • 。

jG 

代

。/o/@i替 。。 。 。 。。 。 。
え

。積極的が価 O評価 φ否定的

8・1・5・2 総合評価

マネジメント契約システムの評価は、以下の諸点に条約されている、と考えられる.

( 1 )発注者の立場の擁護

マネジメント契約システムは、発注者の立場に立った運営が評価されている。米国の財

政悪化が引き金となったインハウス部門の削減.過度な緊張社会が産み出した建鮫市場に

対する救済策になり得たと‘考えられる。

(2 )ソフト技術の市場価値付け

建設技術の中で、マネジメン ト技術は最も新しく市場{函館を与えられたソフト技術であ

る。それはマネジメント契約システムの誕生によって‘道が聞かれた。

(3)管理部門の生産性の認識

マネジメント技術が市場価値を持ったことは、建設産業の管理部門に生産性を#入する

動機を与えたa 但し、現段階ではまだ関係者の啓蒙の域を出ていないように思われるe

(4 )システムの多様性

マネジメン卜契約システムは、種類が非常に多い。発注者は、状況に応じて、多くの選

択肢を持つことが出来る.このシステムが備えている多係性は‘市場を弾力的に運用する

i詰在力を持っている.と考えられる.
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8-2 臼本市場におけるマネジメント契約()!C)システムの1午}ft性の検証

8・2・1 円本におけるマネジメント契約論説の歴史

我が国にマネジメント契約システムの存在を級初に紹介したのは.中村~~~次郎他(本 1) で

ある 彼らは、 1966年に「欧米の建設業とEfi負契約制度Jで、管辺契約(ManagemenlCon 

1 rac 1)として紛介した.

1966年当時は、ニューヨークの世界貿易センターヒルは若工されておらず、一般調達斤

(GSA)のコンストラクション ・マネジメント (Consi ruc 1 i on .l!anagemen 1: CM)も始まっていな

かった。当時の米国で、石油精製所、パイプライン、発電所など大規模な留置フ。ロジェク

トに、エンジニアリング会社が採用していたシステムであり、臨Ii意契約で管理能力だけを

契約対象にしていた.マネジメント実施者は、諮負者のように完成責任を負い、通常の元

議契約形態を取りながら利ざや嫁ぎをしない、すなわちオープン ・ボックス (OpenBox)を

想定していた、と考えられる。これは、A3CE分類の請負拡張型を指し、簡素で部分的な記

述にとどまる.この続i介をもって我が国への導入の発惣は出来ない。実際のところ、当時、

あまり注目を集めなかった。

次に 1971年の山木他の「海外工事の契約の手引きJが見られる(ロ).この時もまだ米

閣の公共工事にマネジメント契約は導入されていなかった。工事管理契約(.I!anage皿enlCo 

n 1 rac 1)と訳出し、請負業者は実際の施工ーに当たらない、と述べている。

続いて.昭和 47年(1972年)9月 28日付けの業界紙がC.M方式を紹介した(日)、と

前回が著;5の「現代アメリカ建設学Jで、触れている.この年は、 l月にニューヨーク貿

易センタービルの事例が紹介され、また一般調達庁(GSA)がマネジメント契約の採用を決

定した年でもある.

ここまでは、米国の訟殺事情を日本に紹介したにとどまり、当時の我が国の建設関係者

に、導入の認識を与えるまでに至らなかった。

マネジメント契約システムに対して新しい認識を抱くきっかけは、 1974年に我が国を襲

ったオイルショックである.すさまじい値上がりに直商して危機感を泡いた建設業界が、

値上がりリスクの解決を、米国の C0I1S1rUClio日Management (CM)と呼ばれるシステムの中

に見出そうとした。建築業協会は、 CM研究会を設置して研究を始めると同時に、米国に

調査団を派遣して現地視察を行い、関係者にインタビューを試み、その成果は調査研究報

告書として、 JU主機関などに提出された(村)。 提出先を発注関係者とした点で、建築業協

会の魂胞をあきらかである.そしてオイルショックが終荒すると、関連の論議も急速に務

散してしまった.

その後にこの磁の論議があらわれるのは， [985年頃である.当時、米国が関商国際空港

建設プロジェクトに参入を要求し、これがきっかけとなって日米建設序擦が発生した.米

32克司

国側は、マネジメント契約システムを希望している、との憶測が流れた.建設業界は、 i呼

び危機意識をつのらせた.マネジメント契約の研究が再開され、発注側、特に公柊事業ーの

発注機関に対し、マネジメン卜契約システムの採用を、働きかけ始めたa

この段階で、マスメディアもマネジメント契約の存布に関心を笥せ始めた。発投機関も、

研究や調査を始めた.lli}jきがようやく変わってきたのである。

一連のj)j}jきは、時に浮き沈みを繰り返しながら、 10年以上にわたり、現在まで続いてい

る.特に建設経済研究所.国際建設技術協会、日本位設業団体連合会などの機関は‘ lまlま

毎年何らかの形で調査研究報告書の中でマネジメント契約システムを取りとげている.業

界がマネジメント契約システムに言寄せる期待は、並々ならぬ気持ちが感じられる.

8 . 2・2 マネジメント契約の論議が不毛だった理由

長年話題にあがり、論議がill.ねられたにもかかわらず、マネジメン卜契約システムは導

入のきっかけすらなかった。論議が、マネジメント契約システムの実現に結びつかなかっ

たのは、発注官庁がifUJかなかったからであるe 彼らが論議に加わらなかった底的に、次の

①~⑦が考えられる。

①彼らは、マネジメント契約の存在を知らず、存在意義を理解しなかった。

②彼らは、自身の能力に自信を抱き、マネジメント契約を不要と認識していた.

③充実したインハウスを抱える彼らには、マネジメント契約を.不安と見なった.

④誇り高い彼らは、自らの機能不備や能力不足を前提とする公の議論を望まない.

⑤彼らの機能や能力は援っていることが前提で、その趣旨に反する諭縫に抱絶反応がある.

⑥民間が先行する論議lこ対して、彼らは醒めた態度を取った.

⑦一般論として、立ち上がりのスピーディーな民間と、万事につけて似重で手続きを踏ま

なければならない官庁の立ち上がりの、動きのペースが合わない。

このように、多くの後ろ向きの材料が、官庁側に山積している。受注定業では受注者但Jj

がいくら騒いでも、発注者のニーズを刺激しなければ、市場は動かない.

しかし、従来蚊帳の外に置かれ、声を上げなかった地方の発注機関などの中に‘インハ

ウス不足から、マネジメント契約システムの必要性を認める動きが出てきた.筆者の周辺

でも、 1992年を境に、調査や研究のための接触が.急に縫え始めた.

8 . 2・3 日本市場をとりまく時代的な環境

8・2・3. 1 建設制度の疲労と形骸化

従来からわが国の公共工事の分野には、大手ゼネコンをはじめとする建設会社が.工事

の受注以前から、多くのサービスを提供する仕組みが存任する.それは請負をf定されて
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いる業者(ワーク尖施者)による.疑似CMと締給されるフロジェクト上流のお手伝いであ

る。この行為は現状の法体系の枠組みの中で、制度的に認められたものではない。プロジ

ェクトの上波段階で発注者が期待するサービスを提供できる能力のある機関を、制約なく

自由に選択出来るシステムが機能していないので、やむを得ずに迎用の妙として、これら

の行為をまかり通させて来た。その善し慈しはおろか存在自体についても、この実情は、

今まで公に論議されることがなかった。

しかし最近、この種の慣行の存在が公然と指摘され、批判されるようになったe 入札以

前のこの程のサービス行為は、鋭争入札制度を形核化するものであるから、従来から行わ

れてきた形態は.早急な改革が求められている.

8・2・3・2 人口精道の変化

日本が世界ーの長寿固となり、少子化傾向が、若年者急減に拍車をかけている。この人

口構造の急激な変化は、労働人口の減少を招き、有効な対応が急がれる。具体的には、少

ない人材の効荷主的な活用である。若年者の効率的な活用に加え、高齢者労働市場の再開発

が必要となる。固定的な労働市場は、労働資源を無駄泣いする。人材の専門化と専門性の

市場価値付けを可能にする流動的な労働市場の開発が必要となり.日本企業のゼネラリス

ト志向の価値観や人材育成思想に転後が求められる、と考えられる。

8・2・3・3 産業構造と企業体質の変質

手先が図の経済は、バブル妖気の終駕とともに安定成長の時代に入り、今後は、従来のよ

うな常に右上がりの傾向を期待は出来ない。従業員の全員を定期的人事異動(Job Ro I a I i 0 

n)の対象にして、多くの職極を経験させるゼネラリスト育成の効用は失われることになる.

ピラミッドの底辺の従業員たちをゼネラリスト化しでも、大多数の人材はピラミッドの上

段に昇惨できるわけではない.企業規模の紘大が期待できなければ、余剰労働力を企業の

中に貯留しておくことは困難になる.余剰労働力を企業内に貯寵できないと、働く意志を

持ちながら放出された人材の働〈場を確保しなければならない。人材の効率的な活用が叫

ばれる-)1で、余剰労働力が存在する可能性が出てくる(持).余剰j労働力の活用には、労

働市場の涜動化と人材の普通的価値付けが必要になる。

普遍的な価値付けとは、ゼネラリストではなく専門性を尺度とした人材評価であり、琉

動的な労働市喝の機能のためにも有効である、と思われる.

8・2・3・4 建設市場の成熟化

建設投資に占める新規ill設と維持修繕の比率を、 i出町ij場の成熟度の尺度とするならば、

欧米諸国の建設市場は(表 8・2・1)に示すように‘わが国lこ絞べて成熱度が高い。

欧米諸国は、わが国よりも長きにわたる社会資本整備の歴史を持ち、その整備の水準はわ
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が国に較べて高いe 欧米諸国の建設市場の現在の姿は、わが国のilld止rfilsの将来像である。

(表 8・2・1)各国の維持修絡の比率(刈)

国名

|級矧錦の比率(%)

成熟度が高い建設市場では、維持修繕(Mai n t enance)が泊え、維持{彦事選の伎術分野は専門

性が高く、多様性に富む。技術者は、高い専門性を要求される一万、マネジメント簡でも

多様性のある対応が求められるであろう。

8 . 2・3・5 規制緩和

現在の世の中は、規制緩和の大合唱である(キ7)。規制緩和の狽いは.基本的には、市勾

原理と競争原理の回復でり、企業と市場の活性化が促され、最終的には発注者やエシドユ

ーザーたちの選択の儒が拡がり、利益が精進される、ということ付8)である。綱制緩和が

実現に動き出すと、従来の制度の枠組みが崩れ出し価値観の多綴化が進む.と忠われる。

8・2・3・6 地方分権

地方分権が、時代的な趨勢になっている(*1 0)。地方分権がかけ声通りにill!ばれるか否か

未知数であるが、中央政府が狙ってきた役割を、他方が狙うことになれば、地方はも鵠以

上の業務の消化に追われ、その負担に耐えなければならない.インハウス部門の強化をは

かることができない機関には、新たな補完機能が必婆になる.と思われる.

8・2・3・7 国際化

日本人の高所得水準にもかかわらず、堂かさを実感できないのは、国内の物価水準がι

国際的に見て非常に高い(キ9)からだ、と指摘されている‘規制緩和によって、製品の輸入

と企業の参入が活発になり、わが国の市場は、国際化の渦中に巻き込まれる.建設市場も

例外ではない.公共工事で国際化が進めば、発注機関は、調達や工事の管理の業務が滑え

る@量的変化ばかりでなく、質的にも大きな変化が起きるであろう.

8・2・3・8 情報化

建設事業l立、発注者毎に縦割りされた枠組みの中で、執行されている，あらゆる情報は、

受注者と発注者によって個別に蓄えられ、縦割りの枠組みの外部には出ない.情報の固定

化は.土木全体の進歩にも社会全体に対しでも、大きな損失をもたらす、と考えられる。
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8・2・4 日本市場におけるマネジメン卜契約システムの有用性

日本市場を~!~あ改善する一方策として、マネジメント契約システムを導入した綴合に

期待し得る効用を.先の8・2・3に挙げた8'JJ項に従って検証する.

8・2・4・1 ili設制度の疲労と形骸化に対して

公共工事において‘工す}~者が受注以前から多くのサービスを提供する仕組みが永年に

わたって慣行化しているのは、プロジェクトの上流段階で発注者に対して提供するサービ

ス業務の需要が存在しているにもかかわらず.公的に機能するシステムが存在しなかった

からである.マネジメント契約システムは、発注者の需要に応えるばかりでなく 、競争入

札制度の形骸化を撲滅する機能を期待できる、と考えられる.

8・2・4・2 人口椛盗の変化に対して

マネジメント契約システムを建設市場に導入すると、マネジメント笑施者に、専門的な

経験を蓄積した人材の待裂が出てくる。スペシャりストが人材としての価値を得るように

なる。土木技術者がゼネラリスト志向の企業人 ・職業人神話から解き放たれ.年功にかか

わりのない人材価値を持ち続け、人材の有効活用の枠を拡大させる可能性がある.

8・2・4・3 A:;jHi骨造と企業体質の変質に対して

我が国の経済は安定期に入り、企業は、組織拡大を前提とする年功序列のシステムを、

早晩放3寝せざるを得ないといわれている.企業はスリム化を試み、ホワイトカラーの生産

性向上、 |村刻j業務の原価窓識を求めるようになるa 企業が、今までのようにソフト技術を

無償提供する余絡は、次第に失われていくであろう‘とJ忠われる.

マネジメント契約システムの制度化は、ソフト技術のマネジメン卜妓術に市場価値を与

え、ホワイトカラーの生産性、内勤業務の原価意識、企業スリム化による余剰労働力の人

材価値づけなど、時代的な要求に応えることが出来る、と考えられる.

8・2・4・4 l主設市場の成熟化に対して

成熟度の高まった建設市場において、高い専門性と多織性の能力の需要が治えることは、

専門特化を志向する企業ーには、より多くの活動の機会を与えられることを意味する.マネ

ジメン卜契約システムは専門工事業者の元請け志向を助長することが、米国市場での誕生

の動機のーっとなっていたので、専門志向の企業活動を活性化させることにつながるもの

と考えられる。

8・2・4・5 規制緩和に対して
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規制緩和によって従来の制度の枠組みが崩れると、新しい価値観が生まれるので.新し

い制度には多級住を待たせておくことが、新時代の対応手段として有効であると考えうれ

るa マネジメント契約システムの、特に代替え機能は、多くのjま択肢を備えているので、

市場運用を弾力的にかつ多係性をもたらすことが容易になる‘と判断される。

8・2・4・6 地方分権に対して

地方分j;fi化が進行すると、地方後関の役割はi曽大する.その重荷に耐える機能や能力を

備えない機関には、マネジメント契約システムの、特に補完結党能が、きわめて有用である、

と考えられる。

8・2・4・7 国際化に対して

国際化が進行すると、発注機関の業務は、大きな変化を迫られる。変化の一つは調達制

度の多様化である、と思われる。マネジメント契約システムは、発注機関の能力を程的に

補完するばかりでなく、マネジメント実施者の専門能力によって、発注者の質的能力の幅

を徳大することも出来る。多様性のある対応に有効に寄与するもの、と判断される.

8・2・4・8 情報化に対して

情報の固定化、死球化は、技術的にも社会的にも大きな損失であるが、マネジメント契

約のもとでは、マネジメント実路者が情報伝達の役割を探せられるので、情報の透明性と

統動性がシステム的!こ促進される.情報化の促進にマネジメント契約システムは、有効で

ある、と考えられる。

8・2・5 日本企業のマネジメント実施者の能力

日本の建設市場に、マネジメント契約は導入されていないので、日本企業は、国内でマ

ネジメント実路者の経験はない.米国の建設会社がマネジメント実胞者の能力を備えるの

に有効であったとされている経験が、日本の建設会社でも当てはまるか否かを検証して、

日本企業の潜在能力の確認を試みる。

米国で、有効であったとされる経験は、設計施工システム、 DeveloperConceplによる

開発事業.ターンキィシステムである。

(1)設計路工システムの経験

我が国の総合建設会社は、米国の総合建設会社以上に整備された設計機能を擁して、長

年にわたる設計施工の経験を答秘しているe

(2) Developer Conceptによる開発事業の経験

我が国の大手の総合建設会社は、開発事業 (DevelopmentProject Qpportuni i les)を経営
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íjí~踏のーっとして尖紛をl;Wして、既に 20 年以上の経験がある。

(3 )ターンキィシステムの経験

主主が国の大手の総合建設会社は新規事業(Newsusiness [)c、c1 opmen 1)を経営戦略のーっ

として、企画から工事までの全段階のサービスに資金促供をjJ日えたプロジェクトの実施を

始めてから、既に 10iF以上の経験がある.

以上lご加えて、臼本企業は.発注者に対する支径の経験を持つ。

(4 )発注者に対する支俊

これは、臼本市場独特の慣行である.日本では、請負契約締結以前に建設会社が発注者

に係々な支援を行うことが似例化している。それは工事を猿得する目的の非公式な無償サ

ービスであったり、企業が技術者を発注者に派遣する制度として行われる.この経験を通

じて、建設会社は‘プロジェクトライフサイクルの上流側のノウハウを蓄積している。

日本の建設市場における、以上の4つの経験は、わが国にマネジメント契約を導入しで

も、十分にマネジメント契約サービスを提供できることを証明している。日本市場にマ

ネジメン ト契約が毒事入された場合のマネジメント実施者として、いわゆるゼネコンの独感

場を、イメージしているわけではないが、少なくとも民間側に、人材の潜在カが確認でき

れば、マネジメン卜契約の需要が出てきた時に、その対応が可能になる、と考えられる。

8・2・6 外国市場における有用性

多くの;~展途上国で実路されている政府間開発援助による挫設プロジェクトに、今後は、

マネジメント契約を潜入することが望ましい、と思われるe

(表 8・2・2) 外国市場で日本の建設企業によるマネジメン ト契約の有用性

「一一←一寸- 今までの方法 | 燥される方法

|採用する契約形態|ワーク契約 |マネジメン ト契約

!マネジメント形態|現地党注総関によるマネジメント|日本企業によるマネジメント1

|工事の尖純|日本の詮設企業 |現地の建設企業

|現地建設企業の叶日本の蹴企業の下請け絹 掛け鮒として参加可能

|または参加機会なし

現地建設市場の将来|日本 ・外国企業の活躍が続く 現地企業が育成される

(表 8・2・2)に示すように、政府|笥開発援助の述設プロジェクトで.日本の企業

がマネジメント実施者になれば、現地の発注機関はマネジメント手法を学ぶ機会を得る。

現地の企業は‘指導管理や校体i移転を受けて、能力向上が可能になる、と判断される白
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8・2・7 日本の経験

8・2・7・1 建設史上のτ'!WiJ検証

従来、日本ではマネジメント契約の経験はないとされているが、孜が図の建設史をふり

かえってみると、明治初期の~dî::m a~止や安l'ti疎水などでお原い外国人が来たした役割(ネJ I)

は、 t支術指導を越えたマネジメント契約である、と考えられる.

大正時代の丸ピル建設で、オーナーの三菱地所(株)が契約した米国のフラ一社や、戦

後間もなく建設された佐久間ダムで、電源開発(株)が招いた米国のアトキンソン祉は、

個々の形態は様々だが、彼らの果たした役割(本12)もまた.やはりマネジメント契約サービ

ス業務の提供だったと見なすことが出来る。その位鐙づけもマネジメント契約のシステム

の中で、 説明できる。本論文に引用した，~SCE の分類に従えば、おJillい外国人はオーナー

型、丸ピルの場合は設計拡張型、佐久間ダムの場合は変形の施工鉱張型、と見なされる.

明治政府はの体制は脆弱だったから、組織強化のために、外国から専門家を受け入れて、

オーナー型をおE用した。三菱地所は、当時の実力では、丸ビルの設計も、またその設計に

よる工事管理も自{言がなかったから、設計拡張裂を採用した.電源開発(株)は、自分自

身にも落札したワーク実施者に対しでも、佐久間ダムを施工できる大型工事の能力が備わ

っていないと認識していたから、施工拡張裂を採用した.

わが国の土木の世界の先縦逢が、技術の歴史の大きな節目を迎える度に試みてきた新し

い効率的な建設生産システムの創出は、現在のマネジメン卜契約システムの開発の趣意に

に通じている、と考えられるe

8・2・7・2 マネジメント契約の事例紹介

従来、圏内で未経験とされていたマネジメン ト契約形態を、 8・2・7・1で歴史的に

確認した。以下に、マネジメント契約形態の属する経験事例を紹介する。

(1)事例 1

(図 8・2・1)に示す事例は、 1962年から1967年にかけて.ペルー共和国のアリ

コータ一発電所の建設工事において採用した形態である，

この形態は、日本側コンソーシアム(右図の網掛け部分)全体が、マネジメント実胞者

の役割を果たして l~る。コンソーシアムを構成する個々(左図)の役割l立、かなり複雑で、

三井物産が発注者に対するエージェント型、電源開発が三井物産に対する設計拡張型、大

成建設が三井物産に対するオーナー型である.

このように複雑な形態に至った理由は、以下のような事情による，ペル一政府はこの火

力発電所のプロジェクトを実行する能力も機能も持たなかったので‘三井物産にマネジメ

ントを委託した。三井物産は、設計以降のマネジメント能力がなかった.設計段階以降の
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マネジメントを、 il1源開発に任せた.一旦、三井物産の代理役を引き受けた包源開発は、

施工段階のマネジメントには自信がないとの理由で、静返した。三井物産は、施工段階の

マネジメントを大成ill.設に委託した.

発注者を~Iì完すべきマネジメント尖施者自身に、能力や機能の不足がある湯合、複数の

企業が布11完しあうことによって.成立した事例である.

党注話

.日本側コンソーシアム

巨盟

:匿EEEj
一一一 契約関係 一一一一管理関係

(図 8・2・1) ペルー共和国 ・アリコータ発電所建設工事例

(2)事例:2 

(図 8・2・2)に示すお例は、 1963年から1964年にかけて、東京都江東区におい

て住友商事鉄鋼念1，11の也設工事において採用した形態である固

(医I 8・2・2) 住友商事鉄鋼倉庫建設工事の例

発注者の住友商事は、完成を非1s.に急いだので、設計施工方式を係局し、大成建設と請

負契約を締結したが、大成建設の行う設計も工事も、マネジメントする機能を社内に備え

ていなかったa そこで、住友商事は、自分の行うべきマネジメントを日建設計工務に委託
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した.日建設計工務は.設計と工事の段階で、住友商事の代理役として、大成ill設にあた

った。白建設計工務がとった立持(図中の網掛け部分)は、エージェント型の形態である。

( 3 )事例:3 

(図 7 ・ 3 ・ 3) に示す恒例は、 198~ 年から 1986 年にかけて、サウジアラビア王国

において、カシムセメント工}.¥Jの建設工事で採用した形態である.

(図 8・2・3) サウジアラビア王国 ・カシムセメント工場建設工事の例

石川島矯磨重工業は、設計と調達を‘元誇け業者として実行したが、自らが調達した地

元や第三国の業者を.現場でマネジメントする自信がなかった.そこで石川島栃l{ff塁工業

は、大成建設にマネジメントを委託した。大成建設の役割は、自らは現場の工事を行わな

いが、石川島矯磨重工業に代わって、地元や第三国の業者と請負契約を締結し‘彼らをマ

ネジメン卜する。石川島Mi勝重工業が、自分自身の請負契約と現場工事のマネジメント能

力lご不安を持ち、大成建設は引き受ける自信があったので、成立した形態である.大成建

設の果たす役割(上図の網掛け部分)は、石川島播j幾重工業に対する請負拡張型である.

(4)事例 :4

(図 8・2・4)に示すのは、 1987年からピjレマ連邦共和国のラングーン(当時の呼

称、)における国際空港の建設工事において採用した形態である。

日本空港コンサルタントは設計後、現地で大成建設をマネジメン卜する.大成建設は土

木工事を詰負う一方、建築工事で発注者が指定したピルマ国営建設公社をマネジメントし

その工事費の最高額を保証する。発注者が指定した理由は、ピルマ国内の企業体が可能な

事業は、外国企業が行つてはならない、という当時の法的な規制による。日本空港コンサ

ルタント(図中の網掛け部分)の役割は、エージェント型に属する設計マネジメント型、

または設計拡張型である。日本空港コンサルタントは、大成建設に対するマネジメントに

は自信があったが、建設公社をマネジメントすることに不安を持った.その不安部分を、
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大成建設が引き受けることで成立した形態である.大成ill設(図中の網樹・け部分)の役割

の形態は、誇負施工裂の段高限度額保証裂である。

(ピw，最高)

j大成建設:

(上本工事) (注Z工事)

(図 8・2・4) ピルマ連邦共和国のラングーン国際空港建設工事の伊j

(5)事例:5 

(図 8・2・5)に示すのは 1991年から 1993年にかけて、米国のアリゾナ州にお

けるトヨタ門動車試験場の建設工事において採用した形態付13)である。

(図 8・2・5) 米国アリゾナ州 ・トヨタ自動車斌験場建設工事の例

発注者のトヨタ自動車が、この形態安採用した理由は、以下のような背景がある。トヨ

タ自動車は、当初は自分で地元業者に分自ft発注し、彼らを自らがマネジメントして、プロ

ジェクトを完成させようともくろんだ。日米貿易摩僚によって、米国内で日本企業の排斥

運動の兆しが認められたので、現地を刺激しない方針!こ転換した@トヨタ自動車は、トヨ

タイズムを米国企業に対して徹底させるマネジメントに不安があった， トヨタの方針をマ

ネジメントに反映する役:i!iJJを大成建設lこ、地元企業をマネジメン卜する役割を Bechlel社

とする両者の共同企業体のマネジメント契約形態が成立した。この形態における共同企業
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体(図中の網掛け部分)の役割は、読負拡強型である.トヨタ白星h!)iが自らの僚iiEに不安

を持つ要素を、引き受けることで成立した形態である.

(6)経験事例に見る特徴

マネジメント契約の形態に分額されるこ;11らの事例は‘ Jヌ用当時の!品l係書には、マネジ

メント契約システムとの認識はなかった。採用された形態が千差万別である理由は、その

形態のデザインが発没者佃1)の'J~怖による。そして、採用の動機が、いずれも発注者側のニ

ーズによって生まれ、引き受ける側がそのニーズを満たすことで成立したプロジェクト災

施形態である。

マネジメント契約システムの導入を図る際、発注者のニーズに対する3思議は、きわめて

E重要である、と考ーえられる。
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8-3 日本市場への導入のための修正

8・3・1 システムの修正の方向

1993年、筆者がマネジメント契約システムのプロジェクトを終了させて、米国から帰任

した当降、国内では日米建設協議が建設の内なる国際化のきっかけとなり、贈収賄、談合

などの一連の不祥事の発覚が建設分野の!言綴を失墜し.更に米国から突きつけられた内外

価格差問題が公共'-]g慢のコスト構造に対する認識を新たにするなど、騒然とした状態に陥

っていた。それまでわが国の建設制度の精進体質に対して諸外国が繰り返してきた批判を

正当化する世論が国内に般成された。筆者は度々求められて、各方聞に米国での緩験をベ

ースにした参考意見を述べる機会を持った@その経過の中で絞り込まれていった論議の焦

点は、以下のように方向付けられていった。

0今後、わが閣の公共機関は、陣容の縮小を回避できない.公共事業の発注能力を維持す

る仕組みが必要になる.

0そのために、小さな政府を志向する米国で対応策として採用され、有効に機能している

との評価が定者しているマネジメント契約システムが、参考になると考えられる。

0建設生産システムのーシステムであるマネジメント契約システムの導入のために、現法

体系の枠組みを波すことは大変なエネルギーが必要だから、目下は現状の枠組みの中で機

能する即効性あるシステムに対する期待が大きい.

0わが国のそれまでのマネジメント契約システムの論議は、米国事情の直輸入であり、発

注者不在で行われてきたので、このシステムをわが国に導入するには、ます発注者のニー

ズに合わせた仕組みのシステム作りが不可欠である.

その方向付けとは、米国的な特性を有するマネジメン ト契約システムに対して、わが国

悶有の商悩行や市場環境などに不適当な特性や要素を削除、し、適した特性や特性をつけ加

えて日本的なシステムを創り出すことである。そのためには‘システムの修正を試みるに

先だって、まず凶米両国のl司民i't.商慣行、市上易環境などの比較から始めること、が必要

であると考えられる.

8・3・2 日米両国の銭本的価値観の比較

8 . 3・2・1 米国の議本的な価値観

第 2章の2-1で検証した現代の米国の企業体質や市場構造に及lます歴史的影響は、

(図 8・3. 1)のように集約されている。

2億人以上の米国民とその社会を一色でZ表現する危燥を承知の上で、米国人及び米国社

会の代表的な特性を最大公約数的にまとめたが、その目的は日米の比較のためである。

-3+0 -

歴史的姿素.

主な国民性・

一割弔E耳目富国平E
i t" d~:t /，1 1 7D/T17ll.ii I ~至~ I ~t;~m I I llWJ;t~ : 

社会的志向・

基本総記録 .

直面唾百団田重訂重E

直口五百五百団司直E
(図 8・3・1) 米国の基本的な価値観とその形成に影響を与えた歴史的背景

8・3・2・2 日本の基本的な価値観

(1)精神的理念、

米国国民の精神的理念が、ピューリタニズムを発祥とする「公共への義務感Jにあると

するならば、日本人の国民性に及ぼした精神的な影響は、儒教が最も大きいと思われる(ヰ

1)旬日本人の精神の中の代表的なものとして、 「公の優先と私の犠牲j を挙げるa

(2 )評価の尺度

米国における評価の尺度が、個人主義にもとづく「能力主義Jにあるならば、日本人は

集団主義にもとづいた「権威主義Jに評価の尺度がある.と思われる.

(3)行政の指向

米国の行政が、民島市用の「民活重視Jを指向しているならば、日本の行政は、

指導と規制」の重視にある、と考えられる。

(4)行動の規範

f行政

米国は、多機な価値観を許容した結果として定めたルールを行動の規範とする法律社会

または「契約重視」の社会である、と見なされている。日本の人々の行動規範1-;t{言綴また

は信用であり、そのような社会は「信用重視」の社会である、と見なされる.

(5 )企業の活動指標

米国の企業活動の指標は.合理主義にもとづく「短期視点の商慣行Jと考えられるa 日

本の企業活動の指標は、伝統的な「長期視点の商慣行」である、と考えられる。

こうした日本の基本的な価値観は、 (図 8・3・2)のように条約される。

商慣行の歴史的背景の中の「ライン型資本主義」とは、本来は欧米i立界の資本主義にお

ける、英米型に対立するドイツ型に対する認識である。企業活動は利t~ばかりでなく、社

会への利益還元や社会的責任も重視し、労働者の利益や社会福祉との調和をめざす資本主

義で社会資本主義とも呼ばれ、わが国の資本主義もこれに属性がある、としている(幻)。
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医史的要素:

理~fi ，:4f. ~ii!ì : 

社会的志向;

基本的泌総 :

三j;!:)(f!::; J11Wf1:ii5 [!豆E仁唖二 E画E

I豆E:b7U~ 豆亙豆匝亙互ヨ亙E

E亙~ I mlJj:t~ I [!亙コ口函E匪亙宣

ヨ亙互 [孟亙司直亘口巨mm:tJiI @函E

(181 8・ 3・ 2) 日本の基本的な価値観とその形成に影響を与えた歴史的背景

8・3・2・3 日米の基本的価値観の比較

わが国の社会的志向や主主本的価値観に見られる特徴は、森d!~通夫、矢野暢、吉田和男、

総原久子、中根千校、高際弘夫、笠谷和比古、加護里F忠男、奥村宏‘オオウチ、ウォルフ

レン、ヴォーゲル、アペグレンたちの研究を敷街して分析すると、

江胤を犠牲にしてでも公(おおやけ)を尊重し、公自9線威を優先する伝統がある。

②官の権威重視の結果、官の縫能に依存し.行政による指導や規制が強制的に機能する。

③倒人より集団を重視し、所11唱する集団の有名度、?白権威で、個人を価値付ける。

④評価が定着するまでは信用度は低いが、確立した信用はブランド ・のれんの権威となっ

て、信用重視の社会慣行にむすびっく。

⑤信用重視の慣行は、長期的関係の維持につながり、目先の利益に執着せず、所属する集

団社会の永続性願望(例えば企業の永遠性)にむすびっく。

というように変-約され、日米両国の社会的志向や主体的価値観は、

のように対比される.

(表

(表 8・3・1) 日米の社会的志向や基本的価値観の比較

8・3・1) 

|米国の社会的志向と基本的価値観|日本の社会的志向と基本的価値観

|草榊主義の発露である公共への義務感 |公を優先し私の犠牲を厭わない

1分幡市j度に劉ちされた民活問 |官の権能に依存し行政指導と規制が威力発m
l個人主義による勧主義 |集団主義に結びついた糊主義

|法律社会で機能する契約蹴一 一 一|価値観が固定しブランド志向から信用重視へ|

これらに共通する認識は、官や集団を含む f公的権威の尊重j とプランドやのれん志間
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と通じる「信用の重視」に集約される、と考えられる.

8・3・3 米国型マネジメント契約システムの日本市潟への適用性

8・3・3・1 *因究Eマネジメント契約システムの特性とこれをとりま〈環境

米国のマネジメント契約システムが備える特性と、このシステムが迎mされている米同

の市場環演の特徴を、以下に要約する。

(1)自由市場

①とのシステムは、完全な自由市湯における運用を、前鑓にしている.

②審査に合絡すれば、誰でもマネジメント実施者ーになることが出来る。

(2 )契約社会

①様々な団体が提案する標準約款が、公共工事に採用されている.

②契約上の貸任.権限、役書jなどが、約款で明篠に規定されている.

(3 )システム化

①思想性(運用の妙)に頼らず、システム化によって解決を計っている.

②例えば、コスト問題をVE手法、受発注者間の緊張緩和をパートナリングでシステム

化して解決を試みる.

(4)流動的な労働市場

①米国の企業や官庁は、必要に応じて雇用調盤を弾力的に行う。

②流動的な労働市場が存在し、験場開の移動に抵抗感がない.

(5)専門性の確立

①土木技術者に専門性がE在立し.この専門分野は、企業や省庁の組織内の垣線を起えた

全米レベルのものであるe

②この専門分野は、高等教育段階でE定立され、社会経験を越えたものである.

@企業や官庁は、専門性によって従業員の探用 ・配置、戦場のt，¥j成を行う。

④専門性が確立する故に、 JobRotal ion(殿場内配置転換)やOJT(企業内実地訓練)の

の慣行が存在しない。

⑤専門性の異動は少なく、通常は生涯固定されるe

(6 )ソフトサービスの市場価値

①ソフトサービスの市場価値が、制度的に確立している。

②マネジメン ト契約サービス提供も自立カ匂7能である.

(7)地方分権色

①連邦政府による中央集権化が少なく、州政府が公共事業の主導的な役割を担う.

@地方政府に対する納税者のきめ細かい政治的なプレッシャーがある。

(8)民活色
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①公共事業のプロシェクト評価に、経済的な考慮が求められる。

②公共事業のプロジェクトに、民間活用が普及している。

(9 )多際化

①公共じjJは、設計分間臣、設計施工、続争入札、マネジメント契約など、多係性に富む.

②マネジメント契約システムで期待される機能も‘多1革{じしている。

(l0)ゼネコン機能

①わが国のゼネコンが備えるような総合機能を持たない.

②しかし.ソフト伎術の沿f王hは備えている。

③米国のゼネコンは、経営上の半IJl析によって総合機能を常備していない.

8・3・3・2 米国型マネジメント契約システムの日本市場への導入時の問題と対応

米国市場の環境の中で、米国的な特性を備えるマネジメント契約システム(これを米国

型と称している)を、日本市場の公共事業に直輸入を試みた場合に生ずる状況を想定し、

有効な対応方法を検討することにする.

(1 )自由市場の環涜に対して

我が国の企業は、横並び窓織が強く仕事熱心なので、完全な自由市場になると、他社に

遅れをとらないように激しい競争に陥り抑制が利かなくなる恐れがある.利益重観より充

七If志向優先の{i!Iiイ直感が史に拍車をかける.懇徳Jlfil:弱業者ーがばっこする危険もある。導入

に際しでは、完全な自由でなく「制限付きのシステムJカ哩ましい、と考える。

(2 )契約社会の環境に対して

我が闘の契約観念は、規定が拍象的で精神性の色彩が強い。畷味な責任の所存は、マネ

ジメント契約システムの運用を混乱させ、機能阻害を起こす恐れがある.具体性の富んだ

規定の約款制定、説得力のある透明な制度の盟主備、常識的な契約思想、の啓蒙が必E主である、

と考える。

( 3) システム化の澱君主に対して

我が国では.制度の不備を制度改定で対応せず、運用の妙で補足することが多い.運用

の妙は制度の運用をルー)~から逸脱させ、不透明な人治主義に陥らせる弊答がある。シス

テムイヒは制度の運用を透明にする。我が国ではシステム化の認識が乏しいので、まず選用

の妙の思想からの脱却の啓蒙が必要である.と思われる.ついで、 「制度のシステム化の

ための環境盤備Jが必要と思われる.

(4)流動的な労働市場の環境に対して

我が図の労働市場は短めて固定的である，将来的に固定性は崩れる可能性はあると思う

が、現時点で流動的な労働市場を前提とすることは‘現実性に乏しいと考える。マネジメ

ント契約システムの導入に際し、現状の労働市場構造での市Ij/3r1ヒを図るべき.と考える。

(5)確立した専門性の環境に対して
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我が国では、技術者の多倹能的な職能が好まれ、級紋運営に強みを発拘iしている.米国

的なやり方は、他人に?無関心で業際脅j;分をカバーする機能が欠除し‘他分野支援に弾力牲

を欠くなどの欠点がある。 Il~l附]産業のマネジメント契約システムのサービス従供には、多

能性を備える妓術者に適性がある。導入するマネジメント契約システムには‘多段能的え

~j門性を視野に入れた fjを格制度を~llliiJ することが望ましい、と与える。

(6 )ソフト技術の市場価値を有する環境に対して

マネジメント契約システムの制度化!こより、ソフト妓術に市場価値がでると、玉石混合

の市場参入者が鐙出する恐れがある.ソフト技術の評価方法1州議立していないと.業者選

択が困難になり、業者からの価裕誘導が発注者を迷わせ、慈貨が良貨を駆逐する危険が出

てくる。陵昧な価値評価は、市場を混乱させる原因となる.{言紙性の必いマネジメント笑

1Jtii者の「ソフト技術の価値を正しく評価する方式」の確立が必要である、と考える。

(7)地方分権色の環境に対して

我が国では、中央集結の長い伝統があるa 当厨は分権化の枠組みが早急な実現するとは

考え難い。マネジメント契約システムの導入に際しては、むしろ現状の「中央集権的な枠

組みの上に立脚した制度化j を図ることが望ましい、と考える。

(8)民活色の環境に対して

最近の我が閣は、民間資本や民間後術の公共利用が増加した.その実績を背長に民間活

力に対する社会的なほ抗感も少なくなった.しかし依然、民間よりも公的機関への社会的

な信枝感が高いことは‘変わりがない。従って、マネジメント契約システムの導入に際し.

明確な目的のもとに「公的なマネジメント実施機関Jの設住立運用が望ましい‘と考える。

(9 )多様化の環境に対して

米国的マネジメント契約システムは、制度的にも運用面でも、非常に多級住がある。こ

のシステムは、従来の建設生産システムを多様化させることに、大きな効用があると考え

られるから.このシステムを導入する際、多様性の維持は必須である.と考える。当面、

現法体系の枠組みの中で、可能な限り多様性のあるシステム構築を図るべき、と与える，

(1 0)ゼネコン機能の環境に対して

我が国のゼネコンは、マネジメント契約サービスを提供する浴(E力を持つが.このサー

ビスは制度化されていない.現実にはサービス自体への償還を期待せずハードで費用回収

している。このシステムの制度化に際しては、従来の因襲を断ち切るために.当面{まゼネ

コンのソフトサービス提供機能と一線を函すべき、と考える。制度鐙備の後に、ゼネコン

のソフト技術の機能は.自立か切り捨てか、各社の経営判断に委ねるべき、と考える.

8・3・3・3 マネジメント契約システムを導入するための枠組みの設定

我が固に議入するマネジメント契約システムの仕組みゃ枠緩みは‘わが国が外国からの

文物を取り入れる、古来からの伝統的手法である和魂洋才の方法に倣い、日米両国の現行
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の仕組みゃ怜組みの中から(泌8・3・2)のように選択して‘設定することにするe

(}< 8・3・2) 仕組み ・枠組みの選択と理由

ま目的3枠組hω!日本聞な仕組崎重| i盆 択 の 理 自

1 ili J:努防 iia 。米国流完全自由市場は日本で早期定着は図録

|契約恩 怨 。 契約重視がマネジメント契約の機能に不可欠

|システム化 。 システム化がマネジメント契約の透明性に必要

労動市場 。日本の労働市場構造を直視して対応すべき

r.1J- F9 性 。日本の多能性の長所を活用すべき

ソフト五百 l[i 。 米国涜にソフト技術の市場価値の確立が必要

行政構造 。日本の国家の中央集権的仕組みを前提とすべき

実施の主導性 。日本的な官公尊重の伝統を活かす

多 様 性 。当面は現法体系の中での即効性を選択

ゼネコン機能 。 1*国流の身緩なゼネコン機能を志向

8・3・4 日本的マネジメント契約システムへの修正の方向

8・3・4・1 税法体系との関係

公共工事には.多くの法的制限が設けられている。マネジメント契約システムが、公共

工事に適用される場合、工事業省によるマネジメント実施者の兼業が可能かということが

問題になるかもしれない.現在の公共工事では、実際に工事を担当する業者が、入札や契

約以前のプロジェク ト計商段階から、発注者や設計会社に対し.ソフト技術の提供を行っ

ている.制度化しないNの世界での履行は、制度の縛りがないだけ、危なつかしさや脆さ

を感じさせるが、発注者を窮地に陥れるようなごまかしゃ劣悪な仕事をしたわけではない。

ソフト技術の縫供を統けてきた業者は、発注者たちの期待に応え、{言綴と実績を蓄積して

きた隆史的事実が厳存する.現法体系の枠組みを見直すことは.発注者の期待に応えて実

紋を上げ得る現在の慣行を制度の上に』減せることであり、慣行を正当化させることにつな

がるので.見直しは可能である。しかし、そのために要する時間と精力は莫大であり、本

論文では、当面は現法体系の枠組みの中で.マネジメント契約システムを公共工事に適用

する場合を前提において、即効性をifi視した修正を試みる。

8・3・4・2 マネジメント実路者の要件

( 1 )資格要件

米国ではマネジメント実施者の公的制度が制定されていないので‘発注者が個々に、必
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妥な条件や資格を具体的に明示し.宣伝意性が1!動かないように評価若干査を行い、 i!i(壬や義務

を明確にした契約を締結する。しかし日本では、相手の~件を問う前に.'#性を出Jrmにし.

「いちげん」の相手をうさんくさ〈思い答戒視することが多い。マネジメント二~}JÍii者を公
的機関の一員に組み入れ、公約機関の立場での業務執行を委任するとなれば、 5e注機関も

受注機関も客観的な要件よりもぷ性という意識が、心理的に支配すると思われる。有効で

あるのは、マネジメント実地哲に対する公的権威の付与である。公的絃威の付与対象には.

マネジメント実施者組織と、その1且織でサーピス業務に1tt'J~する個人の 2 碩額がある.
(2 )組織の資絡

公的縫威を有するマネジメント実施者組織には、公的な|笈!渇や組織が、その設立の敗退

役をつとめることが妥当である。一家として、中央の行政機関や地}jの公共団体が発起し

て、マネジメント実施者組織の設立が考えられる。あるいは、コンサルタント.技術士、

建築士、建設業者の公的団体などが.設立に一役買う方法も考えられる.マネジメント契

約の対象となる建設プロジェクトは多岐にわたっているから、Jjf!j設や構造物等の分野VIJの

マネジメン ト実路者組織を設立する可能性もある、と思われるg

(3)個人の資格

米国では、マネジメント実施者個人の資械は制定されていないが、我が国では、 (1) 

で明らかにした理由で、個人への公的資惨の付与は必要でめる.と考える.公的資絡の免

許は、資格試験の合絡者に与えられ、この免許を持つマネジメント実施者個人だけが、マ

ネジメント実路者の業務に携わることが出来る許可制度が妥当である、と考えるe

(4)マネジメント実施者実績の情報管理

マネジメント実施者の組織と個人の実績は、客観的情報として管理されるべきである。

そのために、全国的なマネジメント実施者業務の情報統括機関の設置が必要である。プロ

ジェクトが終了する度に発注者の届け出を受けて統指管理された情報は.次回のマネジメ

ント実犯者組織と個人の選定の審査資料として、発注者側にi単元されることを可能にし、

この制度の運営の発展につながることができる、と思われる.

8・3・4・3 マネジメント契約の形態

(1 )法規の枠組み

我が国の公共工事は、財政法、会計法、そして予算決算及び会計令(子決令)の枠組み

の中で行われている。

会計一法 第29粂の 11 契約担当官等は、工事又は製造その他についての請負契

約を締結した場合においては、政令の定めるところにより、自ら又は補助者に命じ

て、契約の適正な履行を確保するため必要な監督をしなければならない.
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② 契約担当色匂は、前項に規定する必負契約又は物('十の買入れその他の契約につい

ては.政今の定めるところにより、自ら又は補助者に命じて、その受ける給付の確認

(付開j陥)をするため必要な検査をしなければならない.

(中目白)

@ 契約担当官等は、特に必要があるときは、政令の定めるところにより‘国の職員

以外の者に第1項の監Fぼ及び第2項の検査を委託して行わせることができる。

l 予算決算及ぴ会社令 第 101粂の7 契約担当官等から検査を命じられた補助者

及び各省各庁の長又はその委任を受けた職員から検査を命じられた職員の職務は、特

別の必要がある場合を除き、契約担当官等からfiJi督を命じられた補助者及び各省各庁

の長又はその委任を受けた総長から監督を命じられた職員の職務と兼ねることができ

ない。

第10 1粂の 8 契約担当官等は、会計法第29条の 11第5項により、特に専門的

な知識又は技能を必要とすることその他の理由により国の職員によって監督又は検査

を行うことが困難であり又は適当でないと認められる場合においては、国の職員以外

門に委託同核問又崎町せるこ出で払

この条文の「委託」の意味を、元会計検査院長の中村消氏は「独立して予算や積算の法

上の貸任を負う契約担当官;の代理や補助者としてみることは難しい」と述べている(キ3)• 

そして、 「特に専門的な知識または技能を必要とするなどの理由で、国の職員が監督や

検査を行うことが困難であったり、適当でなかったりする場合」に委託するのであり、

「監督や主主査は、本来図みずから行うべきだという趣旨からして、きわめて例外的な扱い

をしているわけで、この委託を一般化することは法の趣旨ではない」としている.

(2)マネジメント契約形態の適用性

以上の法規の枠組みから、以下のような原則がなりたつ。

①マネジメント契約サービス業務の提供と施工の兼務は出来ない.

理由は、なれ合いを防止すること、日本の公共工事の施工と監督 ・検査の兼務を禁止

する原則に従うこと、米国の公共工事でもその原則が守られていること、などであ る.

②マネジメント実絶者には、管理責任を問わない.

理由は、マネジメント実}jffi1fは、図の職員の代理や補助者ではなく、委任を受け た

者である。委任をした発注者は、責任から逃れることができないe

本論文で、取り上げた各事Eのマネジメント契約の形態は、 ASCEの分類に従えば、最高

限度鎮保証 (GMP)なしのオーナー型.エージエント型、設計拡張型、施工拡張型、請
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負拡張型、必負施工型の6穏刻、民高限度額保証 (Gl¥lP)イせきの同級の 6fili鋲がある。

これらを上記の原則にもとづき、消去f去により通用性のある形態の絞り込みを拭みるe

(友 8・3. 3) マネジメン卜契約形態の適用性

マネジメント契約の形態 ① ②同司

オーナー!1M i 0 I 
エージェント型 。

P 設計拡張型 。
な施工鉱張型 × 

し請負拡張型 × 

5古負施工型 × 

G オーナー型

M エージェント型 × 

P 設計拡張型 × 

付 施工拡張型 × 

き請負拡張型 × 

請負施工型

× 現法規体系において除外される形態。現法規体系で適用性のある形態

①の原則によって‘霞高限度額保証の条件の有無に関わらず、 nU!I拡iJJi型."背負拡張型、

議負施工型の、併せて6宿i類は、運用の対象から除外される。

②の原則によって、自らが施工を行わないマネジメント実路荷に施工費用の災{壬を負わ

せることはできないところから、残る 6形態のうち、段高限度額保証付きのオーナー型、

エージエント型、設計拡張型の3種類が、除外される。

我が国の公共工事で、現法規体系に適用性があるマネジメント契約システムは、 (表8

・ 3 ・ 3) のように、オーナー型、エージェン卜型、及び設計拡張裂の 3 t11i~買に絞られる。

8・3・4・4 マネジメント契約の法規制

適用されるマネジメント契約とマネジメント実施者の存在は、会計法の第29粂の 11 

と、予決令の第10 1粂の8を基豊富とする。ただし、予決令のEZ督と後査の補助のJ1ti:告の

禁止(第 101条の 7)この条項は見直しが必要である、と思われる.その上でマネジメ

ント実施者として個人は、そのプロジェクトで他の役割(例えば工事のワーク 'Ø~}j在者など)

に参加することを禁止する処置が、必要になろう。このような趣旨を盛り込んだ新しいマ
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不ジメント契約の立法姶置を行って‘明確化な委任の業務範囲と性絡づけ ci主任.義務、

w.平11、罰則など)の規定が必要である.と考えられる.

8・3・4・5 マネジメント契約の約款

このマネジメント契約システムの実用化のために、第三者たとえば.官庁、コンサルタ

ン卜.設計事務所、 illj没会社などの関係機関や専門の学者から椛成される委員会を土木学

会に設置し、 (表8・3・4)に示されるような多段性のある標準約款を制定もしくは提

言して、推進役を来たすことが望ましい、と恩われるー

そのようにして制定された紋準約款を参考に、マネジメント契約サービス業務を必要と

する諸機関が、各々の立場に都合良く改定し実用に付すことが望ましい、と考えられるa

(表 8・3・4) 標準約款の主な内容

事項 内 ~守T・

形態 オーナー裂‘エージェント型、設計J広張型など

資 格 企業体(マネジメント実Jj若者)、個人

縦v滋/責任 明確な規定。罰則規定を設ける。

支払条件 毎月紡nの実1Ji精算ブフス経費、または単価

契約方法 仮契約(LetlerConlract)の容認

プロジェクト別契約(Contractfor Specl fic 

Project)のほかに、

W1間契約(On-Ca11 Con 1 rac t)の容認

期間契約とは、特定業務では任意の単価で、その他の一般業務では任意の時間単価を規

準にして、期間を特定して締結する契約であり、不健定額契約とも呼ばれる(叫)。仕事1&

の変化にあわせられる融通性が高く .交渉なしで迅速に発注できる利便性がある。

8・3・4・6 マネジメント実路者の選定

マネジメント実施苦の選定に際し、競争入札の価絡依存の方法を燥用することは回避す

べきと考える。価格依存で選定されたマネジメント実施者は、契約後に支出を減らし手抜

きすることが利益につながる.意図的な手抜きがなくても、業務i孟の軽減は利益になるe

一方、発注者l立、低い契約金額の枠内でマネジメント実胞者lこ出来るだけ多くの仕事をさ

せようとするa そこで利答が衝突する。発注者とマネジメント実施者の利害の衝突は、マ

ネジメント契約システムの基本的な意義に低触し、絶対に遊けなければならない。

従って、発注者lまマネジメント実路者の選定にあたって、価格に重きを置かず①資格審
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iまとG冶是案審査l二重きをおくべきである、と考えられる.

①は、企業(マネジメン卜災施者の組織)の資俗と、個人(マネジメント'た施者の個人)

の資惨から成る。企業の資格は.企業の笑績と過去の~価などがある.附人の資併は、間
人の実績と各個人が保有する資憾の専門分野がある.この場合、倒人とは、尖際に業務に

H~わる者であり、企業に長期的にkiUIJ されている従業員 (Permanent Personncl)であること

を条件とすることが望ましい。

②は、長主象となるプロジェクトについて‘どのようにマネジメン卜するか、のg-I却をj足

案させ、その提案に述べられるマネジメン卜組織、 運営、管理、 w~ì.主などの方法を審資す
るものである。

8・3・4・7 マネジメント実施者の災任と評価

(1 )責任

マネジメント実施者は、工事貨を手中にする立場上にないので‘契約期間中に不祥事が

発生しても、金銭的な対応や保証は出来ないe したがって、発注者に対してマネジメント

実施者が、金銭的担保の義務を負わない配感が必要である、と考える.万ーの場合に、発

注者がマネジメント実施者の責任を金銭的に償わせようとするならば、その賀任を契約上

で明確にすると同時に、マネジメント実施者が責任をとるための保険付保を認めるべきで

あろう。但し、この種の保険が商品化されていない現状から、当面は発注者はマネジメン

ト実施者に金銭的な資任追及は行わないことを前提とした見盛期を行うべき.と考える，

そのうえで、マネジメント実施者の責任の主眼は、倫理性の遵守と織成の維持に霞〈こ

とが望ましい、と恩われる。

具体的には、①契約の遵守、②守秘義務の遵守、③悲:意的行為の完全止.③意図的な誘導

行為の禁止、⑤怠慢行為の禁止、⑤契約不履行の禁止、⑦失策回遊努力などの規定の磁立。

そして、責任と義務の不履行の追及として、①次のプロジェクトへの参加の停止(布期

限)、②特定の個人の解職、③その後のプロジェクトへの参加のf禁止(永久)、@特定の

個人の資絡の事l響、⑤マネジメント笑』在者の組織の資格の剥奪などを可能とする措慣が

必要と考えられる.このようなペナルティー規定が重要である、と考えられる。

(2 )評価

マネジメント実施者の評価は、発注者が行う。評価を行うために、当のマネジメント実

施者を含むプロジェクト関係者から意見を徴集することが必要である.と，思われる.

評価の主限は、当初の予定や計画と実際の結果との絡差に燈〈。事前jの自擦が地象的で

不明瞭な場合には、明確な評価は不可能となり、強引な評価は、恋意的か情緒的な結果に

なる恐れがある.評価の対象として、工期の遵守、業者聞の制整力、組織のj選営カ、コス

ト効果、評判などが必要と思われる。
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8・3・4. 8 マネジメント袋路者の報酬と支払い

( 1 )金額の規定

マネジメント災胞者に.金銭的なリスクを負わせないことを、基本原則にするので、マ

ネジメント契約の契約金綴を.総価で規定することは避けるべきであり、実費精算プラス

綬貨を基本にすることが望ましい。対象業務が少量の場合、プロジェクトが小さい規制Eの

場合、業務が短い期間の場合には、単価規定も許容することができる.

(2 )報酬額

金額設定の前提として、まず、発注者自身がマネジメントを実施した場合に「いくらか

かるのかJという認識が必婆である、と思われる。そのために、発注者は、自らの管理資

の実態と管理業務の効率を犯握しなければならない。その認識がないと、マネジメント契

約サーヒス業務に対して非常識な貸用を、業者に押しつけることになる。

その上で、相手のマネジメント実路者の企業としての採算上の配慮が可能になる、と恩

われる.マネジメント実施者は、既往業種からの転進者であるから、彼らの既往の業績が、

怖絡決定の際の重要な恭絡になると考えられる。~往のビジネスの採算性から大きく逸脱

した価格設定は、常識的に避ける密である、考えられる.

例えば.年間完成売上高 S、工事原価 :D、一般管理費 :C、人件費 :P、従業員数

n、の業績を有する企業が、工事原価を含むプロジェクト(訪負工事)を得る機会を放

策し.マネジメントだけの業務に参加して、必要な収入を総侍する条件を考える.

: f (人/年)に含まれる貨目を特定することが必要である.と考えられる.

8・3・5 マネジメント契約システムの日本市馬における効用

日本的マネジメント契約システムが制度化されて、日本のill設Ip.tgに場入されたj場合に、

どのような効用が発絡できるか、その予怨される点を以下に列挙する。

8・3・5・1 ソフトサービスの自立化

大手ゼネコンを始めとする業者が受注前に行っている篠々なソフトサービスの提供を、

システムの上に松せることが出来れば、従来からの慣行はなくなる。現に臼i主連翁下の会

員企業の8割以上が、サービス提供が受注手段として機能しなくなった場合の対処として、

対価を明確に蒜求する、受注できなければサービス提供しない、との態度を示し(刈)てい

る。つまり、この績のソフトサービス提供は、脆弱なベースの上で運用されており、いつ

機能しなくなるか分からない。しかも、工事業者の対処がどのように変化しでも、わが閣

の建設市場の成熟化とともに、発注者は充実したソフト機能を必要としているのであるか

ら、発注者にとっては、これらのソフトサービスの必要性は、依然として残り続ける。

マネジメント契約システムの制度化は、供給する側のソフト機能を自立させると同時に、

透明化されたソフトサービス市湯の確立につながるであろう.と思われる.
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S 8・3・5・2 マネジメント能力の弱体者の補完

公共工事の発注機関には、中央官庁から地方の公共後関まで、多極にわたり、その執行

能力も様々である.建設・運輸 ・農水 ・道路公団などのような、強力なインハウス ・スタ

ッフを備え、定常的に絶えず多くの大プロジェクトを執行している公共後関には、このシ

ステムの援用はさしあたりは、不要であろう。

このシステムは.主芸員不足の地方公共団体のプロジェクト執行に、その効用カザE拘iされ

るe このシステムを探用すれば、彼らが新規にインハウススタッフを雇用せずに、プロジ

ェクト対応が可能になる、と考えられる。

D 

(jg) 8・3・3) 業紋の構成

=D+C、一般管理貨不 α=C/S、人件費率 :β=P/c、

人件費を除く経費 :F=C-P、として、

一人当たりの笑貨の単価(年額) : p=P/n=α ・s.S/n

(pには、本給、時間外を|徐く手当て‘引当金、雇用者負担の法定偏平IJを含む)

一人当たりの経貨の単価。巨額) : f=F/n=α ・(1-s) ・S/n

となるe 以上の算定結果をもとにすると、実費として、平均年額単価:p (人/年)のほ

かに、時間外や通勤などの諸手当の災使、事務所運営のための実際の費用、調査や書類作

成などの実際の炎剤、などから織成される。人件費を|徐く経重量として計上される平均単価

8・3・5・3 信頼感のあるマネジメント実施者の採用

このシステムの特性である発注者の補完機能を発搾させるには、マネジメントの委託を

受けたマネジメント実施者は、発注者自身の立場に全人格的に没入することが必要である。

公共機関が発注者の場合には、純民間企業が発注者の立場に立ってマネジメント実筋者を

演ずることは、発役者自身にも、またワーク契約の工事業者にとっても、心程的なi底抗感

がある、と思われる。日本人には割り切りが巧みでない.提言した公的機関によるこのシ

ステムの線用は、関係者に信頼感を抱かせ、抵抗感をなくす効果がある、と思われる.
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8 . 3・5・4 コスト情報の透明化

わが国の従来のシステムでは、工事の受注までには多くのサービスを短供すると、これ

らのサービスに要した政府を、契約時の工事金額に滑らせることが常資手段になっている。

それがどこにi鈴んでいるかは、見ffi者本人にしか分からない。わからないものを沿まし得

るのであるから.見fl'lは;-A!虚を表現していないことになり.そこには必ず作意が働いてい

る。見積には.見積に含んでいるか否かは、項目を列挙してl明示するのが当然だが、この

見限の甥合には、見積に含んでいるものを明示していない.

外国の工事では、見積に含んでいる者を明示し、明示していないものは契約外という論

理であるが、これと正反対の慣習であるe 見積の内容を唆昧のままにしておいて、これに

よって、発注者からの要請に応えて諸々の面倒を見ることを.諸掛かりとか仕掛けと称す

るが、これが不透明!惑を与える。本当のコストを知りたい、という社会的なムードが醸成

されるのは当然(灯)であると言える.

マネジメント契約システムを採用した場合、この諸掛かり ・仕掛けと称されるサービス

提供がシステム化され、透明感のある見積の作成・提示を実現させ、その結果、透明性の

あるコスト情報の苔硝が可能となり.正確なコストの把媛が容易になると考えられる。

8・3・5・5 VE機能の発海によるコスト縮減

促言したシステムでは、マネジメント実施者に、プロジェクトの上流から F流までの‘

あらゆる段階のマネジメント委託を可能にする。発注者はマネジメント実施者lこ、設計段

階以前から工事段階までカバーするVE権能を付与することが出来る.そのVE領域は、

世計者や工事業者の思惑などによる制約を受けない。マネジメント実施者は、十分なVE

効果が発郷できる.発注ifは、一回のVE成果を得ることが出来る、と考えられる.

8・3・5・6 プロジェクト災胞評価情報の広域化

システムをセンターや事業団などの組織が運営した場合、これらの軽量関は、全閣僚l新的

な活動を展開するので、全国レベルでの広域情報管理か可能になるe 発注機関がもっとも

恐れる一見(いちげん)の業者の然資任な喰い逃!f的な仕事ぶりを防止し、悪徳業者を排

除する効果が期待できる。そのf)JJ長を立証する事例として、現在わが国で、市町村レベル

の地方公共団体からの委託を受けて下水道事業を執行している、日本下;)<道事業団の存在

を挙げたい。市町村レベルでは、きわめて限られた領域での情報にしか復することが出来

ないが‘事業団は 全国レベルの十!?報をもとに、プロジェクトや業者の評価を下すことが

可能である‘と考える.この事業団に対する意識の中で、工事業者には強い緊張感が作用

すると言われる。この事実は、広域情報力に効果があることを物語る、と考えられる。
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8・3・5・7 専門性の維持・再活用

若年層の人口現象にともない、高年者の有効活用が必袋になる.多〈のIlllJ見では、定年

前に窓際族に追いやられ、ほ壮年時代に目指を探るった守門カf有効に活かされていない現状

である。これは、従来のピラミッド機憾による全従業員のゼネラリスト化‘管理職化の人

事体系に起因している。定年前後に、第二の人生としてゆlのIJi置場に転じた鳴合も.本人の

専門性が活かされることは希有である.本人の出身母体の官庁 ・民間企業の別を問わない.

古巣とのつながりを重視した営業活動にもっぱらかかわる.提昌するこのシステムが定着

することにより、スペシャリスト自りな適性を持ち従来の人事体系で切り捨てられてきた人

材が、有効に活用される場を提供することができる、と考えられる。

8・3・5・8 マネジメント能力不足の企業のプロジェクト参加

このシステムは、発注者に限らず、受注者の機能や能力の術完機能もある.つまりあら

ゆる関係者の機能や能力を補完することが可能になる、と考えられる。

なんらかの事情で、マネジメント能力が弱体な受注業者を、プロジェクトに参加させな

ければならない(例えば、後進国における政府間開発援助のプロジェクトで、現地業者を

採用しなければならないなど)場合にこのシステムを採用すれば、マネジメント実施者が、

受注者の機能や能力を補完することによって、プロジヱクトを円滑に康行することが出米

る点でも、きわめて有用な仕組みの構築を可能にする、と考えられるa

8・3・6 システムのデザイン

先の8・3・4及び8・3・5に述べたような主旨が実現できるようなマネジメント契

約システムシステムを構築し、その制度化を提言する。

8・3・6・1 基本的な枠組み

先の8・3・3・2および8・3・3・3に、わが国にマネジメント契約システムを導

入するために設定する枠組みの選択を行った.あらためて要約すると‘以下のようである。

①信用重視の市場環lJt・長年に培った実績をもとにした信用関係を尊重する日本的な伝

統を考庖、し、信用ある公的権威を付与したマネジメント実施者の市場活動を前促とする。

@契約思想の徹底・マネジメント契約の履行責任を明確にする厳絡な契約怒惣を徹底さ

せたシステムの運用を図る。

③システム化の励行・マネジメント契約に機能隊答の恐れがある日本的な運用の妙を排

除し、すべてをシステム化、ルール化させる。

③閤定的労働市場 日本の終身雇用を特徴とする固定的な労働市場の環君主の中での、マ

ネジメント実施者の人材活用を図る。
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③国家資惨と多能的専門性:マネジメント実施者個人に国家試験による資絡を付与し、

専門性に:まわがrA特有の多能性をliiilえさせる。

⑥ソフト技術の価値付け 米国流にソフト価値に市鳴価値を与え、従来の無償サービス

の兵とする慣行を排除する。

⑦中央集権的行政制i鐙:米国流の地方分続の潔境をJ采用せず、日本のWl年の中央集椛椛

i主を前提とする制度化を指向する。

③公的機関による主滋 :民間主導の公共工事のマネジメン トにはほ抗感があるが、公約

機関が主導することには低抗感が少ないのが、日本的な常識である。。

⑨システムの多係性・わが国のMlJ達制度の多綴性の欠如が、制度の.li)l!直化を招いたこと、

マネジメント契約が多係性を備えることが最大の特徴であること、から可能な限り現法体

系のもので多様性の構築を婦向する。

⑬ゼネコン体質の改質 :総合機能を備えた日本的なゼネコンのソフト技術の無償提供の

俊行は、 コストの不透明、受発注者の癒着など、市場の恥昔日の原因を作っている。マネジ

メント契約システム精築に当たり、ゼネコンは施工機能だけの「対王と見なす。

8・3・6・3 システムが備える要件・

(図 8・3・4)の第l段階に位置づけられる日本的な怜純みを考慮したシステムが

備えるべき要件l立、 (表 8・3・5)に示すように悠淫される、とJまえられる。

(表 8・3・5) 第1段階の提言案のシステムが備える要件

米国のシステムの実情 要 {牛 j定書3告が悩えるD!i* 
時可 限 な しマネジメント実施者個人の資修 国家試験の合絡者

一部門に限定 マネジメント実施者の専門性 複数にまたがる多能性

民開業者(制限なし) マネジメン ト契約の実施機関 法に定める公的機関

あらゆる形態 採用するマネジメン ト契約形態 オサー塁、 工ー〆ェント聖.設計騒型

究住吉 .?平シ.)ン ト案能者 マネジメン ト実施者個人の雇用 法 に定める公的機関

プ ロジェク ト単位 雇 用 期 間長期継続又は登録

個人の経験 ・実績 マネジメン ト実施者個人の評価 公的な評価機関の必定

連邦調達規則 ・州法等 Z終 拠 法 令会計法等の現法及び新法t8・3・6・2 システム椛築の位置づけ

制度の改革には、現行の法体系との関係を考慮する必要がある、と，曹、われる。公共工事

にマネジメント契約システムの導入を図る際に、特に会計法との関係を考慮することが、

1f:LD!である、と考えられる.

改革の精神を理怨的に発仰するべく .会計法を組上に載せることも考えられるが、それ

には多大な時間とM力を要し、本論文の減を大きく超える.そこで本論文では、現法体系

の枠組みの原則の中で検討を行って、即効性のある提言を試みることにする.

8・3・6・4 マネジメン卜実施者の個人の認識や要件

既存の請負工事システムにおけるワーク実施者には、現場代理人や主任技術者などの資

格者が存在する。彼ら既存のシステムのマネジャーや度術者に求められてきた資質や袋件

と、新しいマネジメント契約システムの専門家に求められる要件や資質が、段々なJ点で相

違することを、関係者たちは認識する必婆がある、と考える.

その相違点は(表 8・3・6)のように整理される。

理煙、的なマネジメン ト実施者とは、経営的な採算感覚に加えて行政的な見識を備えた、

現場代狸人や主任技都渚ーの有する資質よりも幅広いバランスのある資質を備えた専門家で

なければならない、と考えられる.

四↓

F

|公的な靴機関の設立と実施|

|既存の 公 的 機 関 の 参 入|

，現法体系の改訂|

高五ii I民間企業の参入|

{図 8・3・.j) マネジメント契約システムの導入の段階

この原則のもとでの適切なβ法は、このシステムの場入を、一定の段階を経て進めるこ

とである、と考えられる.本論文の促言は(図 8・3・4)に示す第l段階に位置づけ

ら才1る.
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(表 8・3・6) ワーク実施者とマネジメント実施者の認!設や妥件の比較対象

.--
I室長や要件の項目 ワ-~ 'k量/j>l現場R理入手主任昔話喜マネジメン ト実』在者

プロジェクト認識 企業経営上中枢の生産現場 インフラストラクチャ-:1.剖15の機会

7'0;/ェ?トEコンt7.ト関心を持つ必~がない |社会の姿求を満たすこと

マネジメン卜領域 工事の段階 あらゆる段階

マネジメント特性 直自的・倒的リード e，不シ.f'Jト的リード応住用 マネジメント的リード

マネジメント対象 白己官邸設内部 関係組織問の相互関係

行動志 向 締結された契約範囲内に限定 必要に応じ弾力的に拡大

責任の対象 竣工 マネジメント

環演問題への関'L.、 建設施策物や建設公筈の発生 社会や地域の環境維持保全

対外的な配慮関.c.、 現場近隣への工事の影響 地域住民や供用者への影響

設計に対する認識 純工に具体化させるモノ コンセプトを具象化するモノ

品質に対する認識 検収に合絡する管理目標規定 供用者の満足を保証する仕機

工程に対する認識 与{半を達成する管理目標工期 最適条件を満たした計画と進捗

経営 走、 向 利益を大きく コストを小さく

契約管理志向 契約金額を大きく 契約金額を小さく

!コス トの 慨 念 工事コスト

業紋の 反映 自分の会社 発注者

評 イ断 4重自分の会社や自分の上司 発注者

外 部の評判 自主l:の採算のほうが重要 |非常に重要

8・3・6・5 既存の専門資格との関係

土木の分野には既に多くの公的資絡が存在する。この中で権威があり、プロジェクトの

実行に係わりが深いのは、技有仕と上木施工管理技士である.

(1)妓H~'-J:

技術土法によれば、 t支術土の名称、を用いて「科学技術(人文科学のみに係わるものを除

く)に関する高等の専門的応用能力を必要とする事項についての計画、研究、設計、分祈、

試!1#、評価又はこれらに関する指導の業務を行う者Jを技術土という、と定めているむこ

の業務はプロジェクトの計画と設計の段階に限られ、品質に関連する問題(品質保証、品

質管理など)を対象とし、工j(lj‘価格、組織的運営などに払われる関心や考慮は低いa 工

事段階の要素は少なく、設ri十B匝工分離の場合の設計担当者!こ求められる機能に限られる.

(2) 土木施工管理技よ

建設業i去、間施行令、及び、施工妓術検定規則によれば. r上木一式の工事の実施に当た

IJ.その施工計爾の作成及び当該工事の工程管理、品質管理、安全管理等工事の施工の管
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理を的確に行うために必要な技術Jを有する者が、上木施工管理j主土である。(t=-;業員や作

業J旨J寧者(服長など)の作業を管理して、工事を完成させるものであり、マネジメント的

リードの色彩は少なく、直後的リードの要素が強い.設計施工分自ftit伎のお負工事の枠組

みの‘請負業者のプロジェクトチーム内のマネジメン卜に|授られる.

(3)技術士、土木施工管理技士とマネジメント実施者との関係

マネジメント契約の実胞者(マネジメント実施者)としての制度上の資絡として、建設官

辺土の地位を考えるa 技術土はワーク契約における設計担当者としての地位にあり、土木

hiJi.工管理伎士は、ワーク契約における請負工事業者の管理者としての地位にある、と考え

られる。三者の関係は(I~ 8・3・5)から(図 8・3・7)に示す通りである。

(図 8.3・5) オーナー型の場合の関係

土木施工管理伎土I(ワ-?:tU)

(図 8・3・6) エージェント型の場合の関係

(言消) (，ネシ'ルトZ封)

(医I 8・3・7) 設計拡張型の場合の関係

8・3・6・6 システムの機構

(1 )制度と立法倦霞
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この制度の中隊;手、・11門的な個人資格者の f建設管理土Jである. r建設j という諮は、

土木の世界ではt主流フ‘ロジェクトのすべてのライフサイクルに関連した分野に使われる.

「管!'fLという諮は.J五筏にはマネシメントの対総領域に一致する。 ー建設管理j という

訴は、建設プロジェクトのあらゆる段階を対象とするマネジメントを指し、その業務はマ

ネジメント契約サーヒス業務に該当する.

「土J!ま‘弁護士や建築士と同様な公的I1役域の専門家に付与されるJ司、号である. ri主投

管.!A土Jの茶話名は ProfessionaLConslruclion Managerとする。

このシステムの制度上の名称、は「建設管理契約」又は「伎設管理業務委託契約Jである。

この制度を実現し、公共工事に導入 ・普及させるためには、建設管理法などの新しい立

法縫置と実路線定や要領の設定が必要である、と考えられる.

(2)機関

建設管理契約とその業務の統指機関として、中央に公共事業建設管理機織(仮称)の設

置を提言する。この機械の役割は、公共工事の建設管理業務の統括、関連情報のデーター

ベース化、建設管J!Jjに従事する組織や個人の評価情報の潜航、建設管理を行う個人資協制

度の運用(試験の実施や免許の発行 ・更新など)などとする。この機織の英語名は Publ

ic Serl'ice A.dminislr-alion Organizalion of Managemenl Contractである。

建設管理業務の袋路機関として、各都道府県に建設管理センター(仮称)を設置する。

このセンターの役割は、所在地域における発注機関(都道府県や市町村等)から建設管理

業務を受注(委託を受It) し実施することである.このセンターの英訳名は Managemenl

Services Agency又は MunagementContractorである.

(表 8・3・7) 建設管理に関連する機関の提案例

害IJ

全回線後でi主投管理事業団(仮紘)を設置し、有資格の個人の建設管理士の雇用プール

の機能を待たせることを提言する，本来は、建設管理土をu!設管理センターが必要に応じ

て雇用することが望ましいが、雇用を固定すると、地主主や時期により、建設管理の仕事な

の変動により、遊休1lli用者が出て、採算や人材活用を阻害する恐れがあると思われる。建

設管理事業団が各地の建設管理センターの要請を受けて、人材派遣を行い、必要な教育訓

練の機能を備えれば、保算、人併の育成と活用の促進が期待できる、と思われる.これら

の関連機関とプロジェクトチームとの関係は、 (図 8・3・8)のように構築されるe
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7'口'/ェ0ト・チーム

(図 8・3・8) 建設管理の関連機関の関係

8・3・6・7 建設管理士

建設管理を行う有資格を.建設管理士と呼ぶ。それに準じる有資絡者を述設管理上補と

呼ぶ。建設管理士及ひ1主設管理士補は、建設管理センターまたは建設管理事業団に所属し.

必至Eに応じて‘建設管理センターまたは発注者の組織の一員として業務に従事する.建設

管理士の業務は、許可(資格を持たない者には禁止されている、との意)業務であり、資

絡者のみが業務を許されることとする。

以下l士、建設管理土の個人の資格制度の一家を挙げる.

( 1 )個人の資格 ・資格試験の合終者に与えられる。

(2)受験資絡 :本人の過去の個人的な実績とする。その実絞は後述する区分や部門につ

いて、プロジェクトの実施管理の経験を声操とし、本社や本部の管理経験は除外する.

(3 )試験専門的知識を問う分野別の一次試験と‘マネジメント能力を陪jう部門)}IJの第

二次試験から成る.したがって資格l立、部門と分野の二つで椛成される。

(4)部門(表 8・3・8)に示すようにの各段階に沿って、規定されるe

上記の資格部門は.受験者が応募した部門の資絡試験に合格して取得できる。管理業務

は、複数部門の執行を必要とすることが多いので、復i設部門に対応可能であることを資協

要件とする。一部門だけの資格所有者を建設管理士舗とする。復数部門の資{名所有者を建

設管理士と称する。建設管理士(繍)はあらためて受験しなくても、その後のプロジェク

トの実績の評価によって、まだ所有していない部門の資格の取得を可能とする。プロジェ
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クトチームのトップには、建設管理土をあてることとする.配下に配位される補佐は.ト

;; 7'の指f.l!1二従って業務を行う.補佐には.建設管理士または建設管理よffIiをあてる.プ

ロジェクト・チームのすべての術成員が所有する部門資絡が、発注省が委任する部門を網

叙することが必要である、と身えられる。

(表 8・3・8) 個人の資格部門の提案例

前 I*務 7 内 容

同商 |企聞と捌査 1それぞれの翻には、実施およひ潤が含まれる|

陣rI調査と設計|

上工事 |調達と工事|調達には、積算入札契約の業務が含まれる 1 

I I 工事には、工程、品質、予算の管理が含まれる | 

(5 )分野

分野として， (表 8・3・9)に示すような、専門別の領j或を規定する包

この分野は、受験者が分野を特定して応募した資絡試験に合+書することで、取得する。

個人の資格は‘必ず部門と分野のリンク付けになる.プロジェクトチームには、最低限一

人は、該当分野の資修所有者が必要である、とする.ただし.その部門は問わない。建設

管理上(祁i)は、資総取得後にあらためて受験しなくても、その後のプロジェクト実績評

価によって、米取得の部門や分野の資絡を取得可能とする。

(表 8・3・9) 個人の資格分野の提案例

広石 内 容

交通 道路、鉄道、港湾、空港、橋梁、隠道、 J択などを含む

国土 砂防、防災、河川、海岸、海洋、山林、段地などを含む

水資源 河川.上下水道、ダム、水質問題などを含む

町市 道路.公園、緑地‘街路、上下水道、廃棄物処理などを含む

建築 住宅、住築物などを含む

区一孟 エネルギー施設、廃棄物処理、用排水、産業公筈問題などを含む

(6)既存の資ト害者が受験出来る区分と部門

技術土と土木施工管理技土は(表 8・3・10)のように、一部を免除された試験に

合格して、資格を取得することが出来ることとする。二次試験に合絡して与えられる分野

は.本人の経験を審査してi決定されることとする.
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(表 8・3・10) 試験免除された既存資絡者の取得可能な部門と分野の武術

|所有する既存資絡既存資絡専門分好試験免除受験できる郎門ー扇JiiLて扇函扇干
技術士 土質及び基健 第一次 設 計 交通， ωょ.水資源 | 

鋼材時造及びコ〉川，ト 1/ fI /1 

」
都市及び地方計図 11 計画又は設計 国土.都市

河川，砂防及び海岸 11 fI 国土水資源

港湾及び空港 " " 交通

電 カ 土 木 " 11 産業

道 路 /1 

" 交通

鉄 道 " " // 

ト / ネ Jレ " /1 fI 

直工計画、車工誌面 lW~ 算 /' 工事 すべての分野

建 設 環 境 11 計画又は設.iJ 図上旬都市町産業

土木施工管理技土 11 工 事 すべての分野

(7)資格の登録と業務の遂行

試験の合格者は、管I里機憾に資絡登録を行い、免状交付を受けili設管理.上の資総者とな

る。資格者は、事業団に雇用又は主主録する。発注者からの建設管理の業務委託は、センタ

ーに対して行われる。資絡者は事業団からセンターに出向の形で派巡され.センタ一所属

の身分で、委託業務を遂行し、業務完了後に事業団に復帰する。

(8)資格の維持と教育訓練

資格者は、定期的に登録を更新することとする.最近のプロジェクト経験や研修活動状

態の一定水準を、登録更新の要件とする。関連機関は、研修、講習、訓練等、の教行制度

を設け、資格者の水準の維持向上を図ることが望ましい.と考えられる.
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8-4 日本市場における試行厳罰E

8・4・1 試行検証の枠組み

米国でのマネジメント契約の実紛とその評価をもとに、わが国の建設市場への潜入を、

本論文で提言した.このシステムのわが国の建設市湯での試行検証を行い、提言している

ようにわが国においても作用であると言い得るか否かの舷認を行う。

①検証の対象lこ、大規様プロジェクトと過度に小さく分割発注するプロジェクトを選択す

る.これらの形態は、米国の建設市場では、発注者側が抱える問題の緩和に効果があると

の評価を受けている。その評価がわが国でも適用するのか、その縫認を試みる。

②質の良いマネジメントが行われるとの前提に立つ。このシステムはわが国で未だ実施さ

れていないので、現状で{共給可能なマネジメントの質的な水準を具体的に特定することは

困難と思われる。そこで現行のシステムの中で機能している実態に鑑みて、公共の直結工

事を執行している発注機関及び大手総合建設会社のマネジメント機能と質的水準の現状に.

試行検証の水準を設定する.

③評価の基準を、マネジメントコストの比較に笛く e マネジメントの評価は、そのコスト

よりも質の高さのほうがより重要と恩われる.しかし、数値的な判断によって評価付けを

行おうとする場合.質に対する評価よりもコストに対する評価のほうが分かりやすい、と

考えられる.特にわが国に新しい手法の導入を試みる湯合、コスト函での説得力が大きな

決め手になると思われる。そこでマネジメン トの質的水準は②に述べた前提に立ちつつ、

コス トメリットを切らかにすることによって、このシステムのメリットの確証を試みる.

現行の機関や企業が災行しているコスト構造の中で試行が可能であれば、実現は可能であ

ると考えられる。

③試行条件には、公にされている秘算基準 要領などのほか、個人的に提供を受けた公共

機関や大手総合建設会社の運営管理、一般管理、現場管理に関するマネジメントデータな

ど、わが国の現行の公共工事を運用し機能させている実情をあらわす情報を利用する。

8'4・2 大規模プロジェクトに関わる場合

本論文の、第31;iの3・4・4・3の①と②、および第81主の8・1' 1の (8)と

(9 )では、マネジメント契約システムが、思撲の大きいフ・ロジェクトに対する適性の評

価が高いことを明らかにしている。たとえば地方の小規模な出先機関が、定常の規模を大

きく超える大到のプロジェクトの執行に迫られる均合である。

8・4・2・1 発注機関のマネジメントデータ
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首都圏の*宮庁の全出先般問(土木事務所)の 10カ所の、平成9年度におけるデータ

を、 (表 8・4・1)に示す.

(表 8・4・1) 土木~J~務所単位の概~

両F関~ s ー会計年度事UV 史~J鰍 n i!!i!f貴 X -~ij!l!in自Z(=V/II) :般車p(=x/y)

A 119 17，200 (a，百円) 784 1. 100 (節目)i 21.938(千円) 6. 4 

66 9. 200 416 580 22. 115 6. 3 

C 109 12，200 721 970 16， 921 8.0 

D 74 9， 900 464 680 21， 336 6.9 

E 111 21. 800 847 1，020 25， 738 4.7 

F 62 9，000 530 580 16， 981 6. 4 

G 122 J 8，000 866 1. 160 20， 785 6. -1 

57 8， 800 385 540 22.857 G. J 

53 7， 200 457 490 15， 755 6. 8 

50 4，500 353 460 I J 2守 748 10. 2 

8・4・2・2 事業費と織員数の関係

上記(表 8・4・1)における事業主主 (V)と職員数 (5)の関係が. (図 8・

・1)のように図示される。この官庁の出先機関の事業費とH議員紋の関係は.段小向乗法

でV=1. 3 5 と示される.

通常の場合、この官庁のl会計年度当たりの、全体の総事業貨EVと、出先職員の全4

の総員数Esには、大きな変化はない。

出先機関のVとsのバランスは、会計年度毎の予算として配分される各出先機関の個々

の事業費と年度末毎に行われる人事異動によって変動する.

Vとsの定性的な傾向は、事業費の変動と人事異動によって、年度合手に微妙に変動する

が、職員一人当たりの事業執行能力を考慮すると、画期的な変化が生じることはあり得な

い。そこで、過去の事例から考えて次年度の各出先機関のVとsとの関係は.上限 -下限

の両事業執行曲線(または下限要員曲線と上限要員曲線)に挟まれた範囲内を限界として

行われる、と考える。

例えば、事務所 Iは(図 8・4・1)において.次年度には事業lJiの変動は cから

dの範囲、それにともなう人事異動の限度は aから bの範囲と雄定されるa 変動の結果、

翌年には新たなV-5曲線と上限 ・下限曲線が得られる.
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{怠円

220- .E 
従来発注者が採用してきた対応策は、主として以下の3i湿りである

①公共機関の外郭団体(センター -事業団・縫illi機梢 ・長崎流会など)にta:t)を仰ぐ

②公的な業界団体(協会など)に業務委託を行う

@建設コンサルタントに業務委託を行う

しかし始どの場合、これらの隊関をiiliじて総合ill設業者が.エ']1入下以前の営業行為と

して行ってきた発注後関への支援が、この磁の業務の掲)gとされている。
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(表 8・4・2) 大手総合建設会社の短期社員派遣引例

V=1. 62132 s (上限 ， 

.c 
派遣先 年齢 対面(年万円)本人同(万円)1員担額(年万円)対僻(先)

外郭団体 3 1 。680 。
外郭団体 32 。7 14 7 14 。
外郭団体 37 398 884 486 45 

外郭団体 。884 8841 。
外郭団体 42 843 1054 211 80 

外郭団体 42 。1054 1054 。
外郭団体 43 0 11 0 8 8 I 1 088 。
外郭団体 44 。1 1 2 2 1 1 2 2 。
外郭団体 50 。132611r-z  

外郭団体 50 518 13261 8081 39 

外郭団体 5 1 。11360 1 360 。
外郭団体 52 275 1 377 1 102 20 

外郭団体 54 。141 1 141 1 。
外郭団体 56 289 1445 1 156 20 

3ンサMント 40 360 986 626 37 

コンサJゆント 43 326 1 0 8 8 762 301 
コンサルタント 44 326 111221 796 29 

JJンサルタント 451289 1 1 5 6 867 25 

コ〉す)11/ト 48 360 1 258 898 29 

業界団体 3 1 。680 680 。
業界団体 3 1 I 。680 680 。
業界団体 3 5 57 1 8 16 245 70 

『平 均 431207 1 069 8621 1 9 

標準偏差 o.08958 

¥ 
¥下限事業執行曲線または上限婆員曲線

V= 1. 29290 s (下限 90%) 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 人

事務所単位の職員数(s ) 

(図 8・4・1)土木事務所の事業費と股員数の関係

8.4・2・3 プロジェクトの怨定

これらの出先機関の中の事務所 Iの所管地域に、一会計年度期間中の経常事業費をはる

かに上回る規|奨の大規プロジェクトが百十回された場合を忽定する.国及ひ、公益企業による

多目的水平IJ事業が企画され普工された.この官庁では関連する年間事業費 100億円、事業

期間 6年にわたる発注"')J君主が必要になった。検討の給来、職員の人事異動による対応は、

l事務所の烏合{立、品大限度 70名までと分かり、絶対数の不足がわかった。その場合、
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その実態を裏付けていると考えられるのが、 (表 8・4・2)である。この資料は、
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3宗大手建設会社が過去一年IllJに、各機関の求めに応じて派逃した技術役員の対価を示して

いる，この建設会社は必要な対価の 19%しか得ることなく、サービス鑓供の形で社員派

遣に応じている尖態が、切らかにされているg 派遣に応じた建戊会社は.特定するプロジ

ェクトへの参加を災現させ. c司王貨から対価回収を期待している。発注者側はその期待に

応え怠ければならないので.実質的にはこの時点で洛札業者が特定されることになる。こ

のような競争入札制度の形骸化を打破しようとする社会J意識に対する回答として、マネジ

メント契約を採用する線拠の動機づけになり得る‘と考えられる.

180r 172 

(図 8・4・2)によれば、引務所 Iは‘

①追加の事業規模がト1億円までは、現{if勢力のままで対応

②追加の事業規模が 18 億円までは、職員の人事~Ul}jで対応

l隊員の人~Jj:呉羽jによる泊強によって総員 56 名となった事務所 I に期待・できる ・jJ業執行

カは、 90億円にとどまると捻苦笑される。即ち現状に加え、 18億円の事業消化にとどまる。

@追加の事業規模が、 48億円までは、オーナー型MCの部分的な要員噌強に依存

事務所 Iの要員不足を外部からの補強として、マネジメン卜実施占をほ用したt，g合、第

3.章第3節3・1・1 (1)に述べたように、 lクルーメンバー数相当の 18名までは、

オーナー型MCの係用が適当であると考えられる。その湯合の事業執行力は、 120億円に

とどまり、現有事業資に加えること 48億円にとどまると後察される.

④それ以上の追加事業規模の場合は、外部からの要員地強によって事務所の中に独立し

たセクションを設けたエージエント型MCの採用が適当な選択である、と判断される.

追加事業費 100億円を執行するには、現有職員に 53名をl自強し、 106名が必要とJ設定

される。上記の前提条件である一会計年度の 100億円の新規事業の執行には、総員 53名

のマネジメント実施者の部隊が必要であると判断される。

8・4・2・4 地強援員の算出とJ曽強方法の選定

事務所 Iは現有職員数 53名で、 I1議場内単位(事業執行セクション:課)の数は3であ

る。 1単位あたりの臓員数(クルーメンバー数)は 18名である。

[在円

V=1. 62132 s (上限 90耳)

¥/ / 

11.'下% .... 

f--90.一一 ー……一 ...A....;. 
f- 86 〆メ 〉久 V=1.45711 S 

卜 刊ー 一司 一 〆ノー~1

貨 60ト 68 〆/ ... 

← // / J. 
~O ← ..'/..... オーナー型

r .7./ )，J異動飽 (QMC)縮 i エーグエ〉トIii(釧O飽

20L Y ¥ ー ¥'=1.29290 s 

←F' 44: 53. 56 74 106. (下限 90弘)

v 160 

120 12{) . .c 
4・2・5 縫強要員に必要な追加マネジメントコストの推算

マネジメント契約の選択は、事務所!と当局の要員不足対応策として判断された.

従ってマネジメントコストの多寡は、本来の選択の基準とは考えていなかった.しかし

(図 8・4・3)に示す、この発注機関のマネジメントコストの定抵的傾向により、マ

ネジメント契約金額の目標を現行のマネジメントコスト水準に設定する方訟が可能である.

その場合、当図により、 53名/年間のマネジメントコストの目標金額は、 4.9億円/年間

と惟算することが出来る。契約に先立つ交渉で、この自機金額を、マネジメント尖施染者

からのプロポーザルに対する評価基準に利用することが可能である.
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(図 8・4・2) 職員数の増強方法
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開 12--

る。通常の雇用でほ図縫な要員凋2査が j盗宜、各年度毎に可能であることがマネジメシト

契約システムを採用する勾合の利点として挙げることが出来る，

X=O.09350 s (上限 90弘)

7→-一一トー

X=0.09217 5 ; ，メ

一ー~-- -- .z.・---一ー:一

標準備釜 Q.00073 :-/..' • 

Jペケ X=Q. 090~4 sι 

一一一-，.s一一一十---，-(下根-90制

8・4・3 多数の分割発注を行うプロジェクトに関わる場合『
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第 31主の3・2・2・2の (3)および3・2・3・1で切らかにしているように、非

常に多〈の分離発注契約を行わざるを得ない場合lこ{宇う泣的に膨大な事務処理と多数の業

者調鐙が必要なプロジェクトに対して、マネジメント契約システムの適性が評価されてい

るーこのようなプロジェクトに保用するマネジメント契約の完bHJを検証する.

運

9~ -一…….一一-一，寸 .…札日.て

，.，~!， 

a云

a 
'・ I一一-，-一一「・ー一喝司、ーー --，.一一ー--ド，

8・4・3・1 プロジェクトの想定

先に示した某官庁の出先機関において、河川道路機造物工事の純工事費 10億円のプロ

ジェク トを執行する場合を想定する。これを一件のプロジェクトとして発注せずに、地元

の中小業者を対象として、最大 200件に分割発注せざるを得ない状況の比絞検証を行う。

経

資

斗・廿…: 十一

10 20 30 -10 50 60 70 80 90 100 110 120 130 人

事務所単位の織員数 (s)

8・4・3・2 マネジメントコスト(管理費)データ

(1)受注業者の現場管理費

土木請負工事工事費積算褒領および同基準(会1)によれば.現I署管埋設は

現場管理費=現場管思主主率×純工事資

で積算される。

現場管理費率は、 (表 8・4・3)に示す数値(%)で、純工事政が400万円を超

え10億円以下の場合には、次式で計算する.

J =AXNb 

但し、 N:純工事費(純工事費:直接工事資+共通仮設貨、単位:円)

A: (表 8・4・3)にしめす変数

b (表 8・4・3)にしめす変数

3一一
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(表 8・4・3) 現場管理貨準

(凶 8・4・3) 職員数と運営経'f!lの関係

8.4・2・6 マネジメント契約をJ喜朗した場合の効用の検証

以上の判断基準は、平成9~f皮の状態をもとに符われた。次年度の各出先機関の事業費

と職員数の関係は、事業費の変動や人事主主動により、あらたな状態に変化する可能性があ

る。その場合、事宿所 Iの増強要員数にも変化が生じ.土留強すべき人員の調楚が必要にな

-370 -

純ヱ事費

400万円をi.WOIl円以下
A 

34.9 -o.om 13.59九

(図 8・4・4)に、河)11道路工事の場合の現場管理貸率と純工事費との関係を示す.
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この表は、通常・のiIJ'i負契約における現場管理費のうち 61%が、 MCrとしての管理の

費用になることを示している。

(3 )受注業者の一般管理資

土木請負工事工事資積算要領および同基準(は)によれい、

一般管理費=一般管理費率×工事原和fi

で積算される。

一般管理費率は、 (表 8・4・4)に示す数値(%)で、工事原価が500万円を紐

え10 億円以下の場合には、次式で計算する.

G=-2_ 57651 XlogC +31. 63531 

但し、 C:工事原価(単位 ・円)

100万円 200万円 400万円 1000万円 2000万円 4000万円 |飢 2倒 4嗣 印刷

純工事費 N 

(図 8・4・4)現場管浬費率と純工事費の関係

(2)現場管思における役割分姐

積算要領と積算1副hl::列挙されている現場管理を構成する項目に従って、筆者の経験を

もとにMCrと請負業者 (WCr)に分担させる役割を設定する。

その場合の現場管潔貨の比率は. (表 8・4・5)に示すように算出されるa

(表 8・4・4) 一般管理費率

(表 8・4・5) MC r . WC rの現場管理の分担比率(本|主総続四まれる)

現場樹齢|撒瞬

撒臨時HI鰍 IMCr町rIMCr'WCr

労務管理貸11 11 351 651 7 .( 

(図 8・4・5)に、一般管理費率と工事原価の関係を図示する。
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なサービス業務 (MCr的要素の業務)は、本社支脂の一般管理業務の 59%を占めている、

との推算が出来た。lIfCr的な要素の部分(支援業務)のilll営管型践をMCのコスト、 w
Cr 的な要素の部分(工事管理)の運営管埋'11~を""C のコストに分解仕訳けする.

その結果により、本来大手の総合建設会社が一般管理'伐と称している:f'Uflは、 59弘の1I1C

的なコストと-11% のWC(I~なコストから構成されている、とHrr定し 、 この{uXを以下の倹品F
に採用する。

1-1. 38% 

If 

;，，-， ，thh'~ . '\'!':'..-..'f--'-'-~-"" -，，~ (表 8・4・6) 本社 ・支庖の配属者の締成比率

7. 22% 

本社 ・支府配属 合計 支E重苦 工事候

本社土木企画 5 。豆、

管理 。
指導 4 q 、

技術 126 105 21 

設計 14.1 102 39 

技術開発 106 93 13 

工〉γこ7リング 15 15 

経営 4 。4 

鰍獄-安全 3 。3 

その他 16 8 8 

支庖上木工務 39 7 32 

工事 38 。38 

設計 175 103 72 

技術 69 49 20 

積算 34 。34 

言十蘭 38 22 16 

自民鍬・安全 37 。37 

その他 8 2 6 

i口h 言ト 859 507 352 

構成比率 100 59 % 41 % 

般

管
.-_. --. . ~一一一'\:"..~ーー十一一

理10
:...."":，\"~一一一...-:一一 --r- .-ーし

費

9 

ヰl
一一一~一_... ....1.ーーー一一一ーー・ ーー..-・... ~ 一 、ヤ 守~. ~ -. --. _.. _t.ー-'--

% 8 

5007ipj 1000万円 2000万円 4000万円 l鮒 2制 4納 1 olm~ 20邸30飢40飢

工事原価 C 

(図 8・4・5) 一般管理費と工事原価の関係

(4)一般管理貨の比率

通常の認i負契約の一般管理貨には、本社支庖の運営経貨(商法上の販売予告 ・一般管理費)

が計上される.わが図の大手建設会社の運営経費は、発注機関に対するマネジメントサー

ビス支援に係るMCr的要素の費用と請負工，事を管理する1町Cr的要素の費用から構成さ

れている.その貸用は、それらの業務に従事するために配属される従業員数に比例すると

考えられる。与を大手総設会社が行った社内業務形態調査にもとづいて盤理された(表 8 

・4・6)の給果から、この会社が発注機関などに提供している伎術支援のための恒常的

(5)発注機関の迩営経費

発注機関のマネジメントコストの一例として、 (表 8・4・1)1こ示される経貸率p

と一件平均事業資zの問に、 <I;;g 8・4・6)に示すような関係がある.
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8・4・3・3 ~古負=nrのトータルコスト

(1) -t活発注のトータルコスト

純工事費が 10億円の工事を-1;5請負契約したj努合のトータルコストを、 h'lTI:主主ijtに従

って積算した結采を、以下に示す。

O詰負業者のコスト

純工事'1s: 10聞

現場管浬資 10創XO.1359~ 1. 359聞(良工事費10飢特例現場惚併IJI3.59%) 

工事原価 10断+1.359飢'"11.358納

一般管理費 11. 358嗣XO.083=0. 943即α鯨証11.358!ftPlOJ給自一五官貯世8.30%)

工事価格 11. 358断+0.943鮪=12.301!!円

消費税 12.301倒XO.05=0. 615制

詳j負工事費 12.301納+0.61諮問=12.916釧

O発注者を加えたコスト

運営管理費 12.916制XO.045=0. 58 1 l!~←併均事業費鍛工事跡2干印刷肢の場合叩滋鰐苦手1~4. 5%) 

トータルコスト 12.916飢+0.581納主主497血l

(2) 5件に分割発注したトータルコスト

純工事費 10 億円の工事を、平均2億円で5件の請負契約で分割発注した場合のトータ

ルコストを積算基準に従って積算すると、以下のようになる.

0請負業者のコスト

純工事費 5X20000万円=10納

現場管理費 5X20000万円xO.14 7=5X2540万円=1.27飢(飯事費20000万四日胎何事官額制1t. iX) 

工事原価 5X (20000万円+2540万円)=5x225401i円=1L 27納

一般管理費 5X22540万円XO.102=5x2299. 1万円=1.150制(工線画22540万円目指司喰惚貯は10.2描)

工事価格 5X(22540耳目+2299.lnm=5x24839. 1万円=12.420釧

消費税 5X24839. 1万pjXO.05=5X 1242. 0万円=0.621餌

請負工事費 以(24839.1万円十1242.0万円)=5x2608J. 1万円=13.041捌

O発注者を加えたコスト

運営管理費以26081.1 MXO. 045=5x 1173. 6万円=0.587飢

(鍛工較が2500万円f.(上倒~JJi!'稼積撃を~. 5:1.) 

トータルコスト 5x(26081. 1万円+1173.6万円)=5x27254. 7万円=旦，_m_幽

(3) 1 0件に分割発注したトータルコスト

純工事費 10億円の工事を、平均 1億円で 10件の請負契約で分割発注した場合のトー

タルコストを積算基準に従って積算すると.以下のようになる。

O請負業者のコスト

純工事費
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一件平均事業資問聞

1500 

発注機関の遼営経費率とーfq・平均事業費の関係

(図 8 ・ 4 ・ 6) から、この発注機関の運営経貸率は、一件平均事業~ 1200万円以

下では 10.5%.25∞万円以上では-1.5%と怨定する。

8・4・6)(図

1 OXl OOOOIiPl= 1 0盛岡
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現場管理t!J 10リOUOO門XO.152=10XI520JiF.=1. 52f2ilJ(広将10000耳目:'J!ll合."111窃積率j;15.Z%) 

工事原{i而 IOX(IOOOOTJR+1520万円)叶OXll520Jif'l=11印刷

一般管理費 IOXI1520TJ!ixO.109=IOXI256万円=1.25印刷工事姉11520万円52晶子五苦駿お10.9%)

工事価絡 10X(11520刊+1256月刊)= 1 OX 127~6 )jf'j= 12. 776納

消費税 IOXI2776万円xo.05= IOX638. 8万円=0.639聞

訪負工事貸 IOA(12i76月円+638.8耳目!)=IOXI3414.8JiR=13 415断

。発注者を加えたコスト

運営管理費 10刈 3414.8万円xO.045=10x603. 7百円=0.604納

(書員n'lMl2500万円以上申書自由~g官級車をt 5%) 

トータルコスト 1OX (13411. 8万円十603.7万円)=IOXI4018.5万円=旦」盟阻

(4) 200 件に分割発注したトータルコスト

純工事費 10億円の工事を、平均500万円で200件の諮負契約で分割発注した場合

のトータルコストを認11:'$基準に従って積算すると.以下のようになる。

O~~l負業者のコスト

純工事政 200>:500可円=10納

現場管理主主 200X500万四xO.172=200x86Jif'l= 1. 72制使E事費500万円日場合白星紘検事;lI7.2%) 

工事原価 200x (500万円+867im=200x586万円=11.72鮒

一般管理炎 200X586/i月xO.1 12=200x83. 212万円=l.664側(:mï面586万円減~ø-l.i管理開í14.2免)

工事価格 200X (586耳円+83.212万円)=200X669.212万円=13.384納

消費税 200X669. 21 ZJif'lxO. 05=ZOOX33. 461万円=0.669frul1 

a背負工事費 200X (669. Z 1 Z万円十33.461万円)=200X702. 673万円=14.053問

。発注者を加えたコスト

運営管理貨 200X702. 6737i~XO. 105=200X73. 781 Jif'l=l. 476削

(詰員工事~~l1200可円以下司胎樋昔閥解を 1 0.5%)

トータルコスト 200X(702. 673Ji円+73.781万円)=200X776.454Jif'l=15.529

8.4・3・4 マネジメント契約を採用した場合のトータルコスト

極めて多くの請負業者をマネジメント実施者 (IIJCr)が束ねた場合のコストは、 (図

8・4・7)に示すようなh育成となる.
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訪負業J者 (WCr)のコスト

発注者 l¥lC r 

の の
一._----・・・...

コス卜 コスト

(図 8・4・7) マネジメント契約システムを採用した縫合のコストの椛成

(1 )一括発注した場合のトータルコスト

純工事費 10億円の工事を、諮負契約で一括発注して、その業者をマネジメント契約に

よってマネジメン卜する場合のトータルコストを積算すると、以下のようになる。

O請負業者のコスト

純工事費 100000万円=10断

現場管理費 100000万円xO.1359xO. 39= 1 OOOOOXO. 053Jif'j=0. 530削(見工事責印刷附瀦駿刻13.59島)

工事原価 100000万円+5300万円=万円=10.530鮪

一般管理費 105300万円XO.084XO. 41 = 1 05300万円xO.034=0. 358鮒(I錦面10.53/lf'lo-R管理僻lS.4%) 

請負工事費 105300万円+3580万円==10.888倒

0マネジメント実施者を加えたコスト

現場管理費 10. 888XO. 1359xO. 61=0.903飢(請負工報tlJO. 888町四船出現場健併を13.59%)

請負茂郡雲隠餓 10.888飢+0.903側=11.791納

一般管理費 11. 791飢xO.083xO. 59=0. 577飢(誠工事例慨紛lll.791制町飴H官官制ぬ)

工事価絡 11. 791納十0.577倒=12.368飢

消費税 12. 368万円XO.05=1m0. 618倒

事業費 12.368創刊 618倒=12.986倒

O発注者を加えたコスト

運営管理王者 12.986鮒xO.045=0. 584制(事草餅2500万円脱却場合破鏡理費税4.5%)

トータルコスト 12. 986倒+0.584納=旦」盟主E

(2) 1 0件に分割発注した場合のトータルコスト

純工事費 10億円の工事を、平均 l億円で 10件の請負契約で分割発注して、それらの

業者をマネジメント契約システム!こよってマネジメン卜した場合のトータルコストを積算

すると、以下のようになる.

0諮負塁走者のコスト

純工事費 10X10000JiPl=IO倒

現場管理費 10XIOOOO万円XO.152xO. 39=IOX592. 8Ji1'l=0. 593側(量I殉l朗報総理解に15.2~) 
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工事原価 1 OX (10000+592. 8)刊パOX10592.8耳目=10.593倒

一殻管理費 IOX10592.8万円xO.11似O.~1=10 X4 77. 7JiPl=O. 418制(工事賭10.593邸H題解11.0%) 

J良工~弓ま 10X (10592.8+.177. 7)万円=10川1070.5万円=11.071例

0マネジメント実bill者を}J日えたコスト

現場管理資 11. 071XO. 1359xO. 61=0.918納(議員1ml!1.071器用倫明航路終13.59%) 

総工事貯聖戦域 11.071 納+0.918飢=11.989飢

一般管理貨 11. 9891ft円XO.082XO. 59=0. 580捌(毅諸費+現場有理lW12.063lftPl011l自由一量管理費終日.2%) 

工事価終 11. 989伽+0.580断=12.569飢

消党税 12. 569万円>:0.05=側0.628納

事業費 12.569飢+0.628側=J3. 197例

O発注者を加えたコスト

運営管理貨 13. 197飢XO.045=0. 594.量刑事室御2500万円以上田場合冊運営官験終4.5%)

トータルコスト 13. 1 97!DPl+0. 594飢=旦」盟主E

(3) 200件に分割発注した場合のトータルコスト

純工.:fj~'l!( 1 0 億内の工事を.平均500万円で200f*の請負契約で分割発注して、そ

れらの業者をマネジメント契約システムによってマネジメントした場合のトータルコスト

を積算すると、以下のようになる.

0訪負業者のコスト

純工事費 200x500万円=10制

現埼管理'Ol200x5001iPlxO. 172xO. 39=200)(33. 541iPl=0. 671飢(員工事費500万円町現場管理解lil7.2%) 

工事原価 200X (500+33. 54)万円X200X533.54JiPl=10. 671納

一般管理tJ.200x630. IJiPlxO. 142XO. 41 =200x30. 8621iPl=0. 617伽G線価530.1万円か舷頭事14.2%) 

請負工靭是 200X(530. 1 +30. 862)万円=200)(560.962nPl=11. 219飢

0マネジメント災胞者ーを加えたコスト

現場管恩賞 11. 21 9XO. 1 359xO. 61 =0. 930側〈請負工穀f1lJ1.219断的場合司脱線解を13.59%)

説草費+現厳罰 11.21 9~.Pl+ 0. 930倒=J2. 063馴

一般管理貨 12. 063側XO.082XO. 59=0. 584郎(議頂知事総理腕q2.063翻町場合吋撫鮮告8.2:1:) 

工事価格 12. 063納+0.584銅=12.647納

消費税 12. 647nPlxO. 05=断0.632飢

事業費 12.6-17量刑O.632郎=13.279飢

O発注者を加えたコスト

運営管理11{ 13. 279間XO.045=0. 598鮒(事耕12500万円以上端の蹄続的.5%) 

トータルコスト 13. 279鮒+0.598納=旦.B77i!Pl 

純工事費が10 億円のプロジェク卜について.発注{牛牧とトータルコストのfi~算結'*は、
(図 8・4・8)に示すような関係になることが分かる.

(陪) 8・4・8)分割発注件数とトータルコストの関係

ト-!nm卜(盤円)
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8・4・3・6 マネジメン ト契約を採用した場合の効用の検証
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一括発注では、マネジメント契約を探用した場合のトータルコストは高い.分割発注し

て契約件数が増えるとトータルコストは逆転し、マネジメント契約を採用したほうが安く

なり、件数が糟加するほど、コスト差が拡大する.発注件数の多いプロジェクトではマネ

ジメント契約システムの探用が有用であることが、この後E正で確認出来た。
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第 9f;t 結論

本研究の同的は、米国の建設分野の発展過程と現状構造を}巴鐙分析し、その結果をもと

にして、今後のわが国のili設事業の改善を提言したものである。具体的には、まず米国の

建設市場と建設生産システムの成立過程を明らかにすること、ついで最も新しい建設生産

システムであるマネジメント契約システムに話回し受場した隆史的背景とシステムの{士総

みを分析すること、そして日米の建設市場の特性比較を行ってわが国に有用なシステムの

提言を行うこと、にある.

本研究の背奈は、 1980年代の後半からの日米建設隊機をきっかけとして、わが国の建設

分野に対して内外から起こされた批判と制度改革の圧力、および筆者の長年にわたる海外

工事の経験、特に1990年代前半における米国でのプロジェクト体験の活用の試みを動機と

している.

この目的のための研究手法は、米国で公flJ.発表されている書籍、雑誌、論文、報告、

法令、約款、記事などの関連情報に)JDえ‘筆者個人を中心とした知見や経験を加えた米国

の建設分野の担復 -分析を基本としている.その目的のために行う研究の対象として、わ

が国に未導入の外国の成功事例は、わが国にも有用であり成功の可能性があり、特に米国

の既往事伊lに学ぶ選択は、適切であると思われる。わが国では、米国に学ぶパターンが定

着しており、説得力にhlむ選択である、と考えられるからである。

以下に本研究の各ttを要約し、そこで得られた成果について述べる.

第1章では、研究の背主主と目的を述べ、特にマネジメント契約システムに注目した理由.

本研究の手法と日係とするところを明らかにした。さらに‘研究の構成について示した。

第21言では、4s:flif究の対象であるマネジメン ト契約システムの、建設生産システムにお

ける位置づけとその基本的概念を明確にした，

その給呆、このシステムは.従来の各種の伝統的システムを一括りにしたワーク契約シ

ステムと対照的な別の械念のシステムであるとの認識を示した.建設生産システムは通常、

直営システム‘設計直営 ・施工外注システム、設計 施工分開砂ト注システム、設計施工シ

ステム、性能発注システム、の順に出現しており.その歴史的変遷が一貫して発注側の役

割機能の縮小i威退、受注側の役割機能の治大進出の流れがあり、その延長上にマネジメン

ト契約システムが誕生した、最も新しいシステムであるとの歴史的'jJ:実を述べた。

第3章では、独立以来の国民性の形成過程を背景とした米国市場の成立過程を明らかに

した.次に.建設生産システムの発生過程を述べ、マネジメント契約システムの誕生に至

った背農を切らかにした。そして各種の統計をもとにして、持入後のマネジメント契約シ

ステムの米国市持における位箇づけを行った。

その結果、米国では、 1945~手から 20 年間に 、 建設市場が爆発的に拡大し、建設企業も

急激に成長する一方で.政治的社会的な問題が多発した時期が存在したことを述べた。うjC
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国の建設制度が、当時の時代的な要ロ占lこ対応出来なくなり、そのために、当時の制度に対

する関係者の不満、発注者側の機能強化の要請、受注者似1)の平1)樹脂監などが、マネジメン

ト契約システムの誕生の動機となったことを明らかにしたe

わが国の建設制度の現状と共通する環境と米国で綴用された保々な対応策が成果を上げ

た当時の試みを参考として、マネジメント契約システムに17目した栂拠を明らかにした。

マネジメン ト契約システムは、当時の米国で採用された段階施工、迅速施工.オーブンボ

ックス、ヴァリューエンジニアリング (VE)、パートナリング、ベンチマーキングなど

の新しい手法の中で、当時の市場における諮問題への対応力が優れていることを検証した。

そして、米国の建設市場でこのシステムが短期間の悶に、非常に大きな地位を占めている

ことを、統計的に明らかにした。

第4章では、マネジメント契約システムを、システムとしての機能、報酬、契約適性な

ど、そしてマネジメント契約サービス業務の鑓供者であるマネジメン ト契約実施者として

の要件、選定、契約貿任などの面から分析を行った。

その結果、このシステムが、従来のハード技術を提供する請負のワーク契約の概念を破

る新しい契約であること、発注者の機能を裕完する特性と従来のワーク契約を代替えする

特性を持ち様々な目的に対して数多くの形態を選択できる多段性があること、を検証した。

この多様性ある選択肢の多さが、硬直化した調達制度の運用に弾力性を与えることが出来

る利点があることを述べた.そして、このシステムは、対応力が侍れているうえに、発注

者の管理コストの低減効果があること、この効果を発t1Iiするには.発注者自身の管理コス

ト費lこ対する認識が重要であることを述べた。

第5章では、従来の伝統的なシステムであるワーク契約システムとの比較検証を、品質

保証、設計、予算作成、工程編成、 VEなどのプロジェクトの上流である企画と設計段階

について行った。

その結果、米国では、マネジメント契約システムを採用することにより、マネジメント

契約実施者が本来発注者自身が行ってきた業務の負担を軽減せしめたこと、質の高い業務

執行を可能とすること、などを検証し、市場から高い評価を得ていることを述べた.

特に、 VEの実施に大きな成果が期待できることを述べた.

第6章では、第5章に続いて、調達、工程、予算、品質、クレーム等の管理の工事の運

営と管理段階についてワーク契約システムとの比較検証を行った.

その結果、米国では、マネジメント契約システムを採用することにより、発注者のみな

らずプロジェクト関係者の契約上の心理的圧迫感や緊張関係を緩和させる効泉が期待でき

ること、透明性の高い仕組みの実行が容易で特に価格に対する信頼性の向上を可能にする

こと、発注者のみ成らず機能や能力の乏しい受注業者の補完も可能であること.などを検

証し、市場から高い評価を得ていることを述べた。

第7章では、組織と企業経営の函から、ワーク契約システムとの比絞検証を行った，
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その結果、米凶ではワーク契約システムで災用されている組織がそのままマネジメント

契約システムにも採用され運用上の支障はないこと‘企業経営上では組織的・経営的にワ

ーク契約システムと差別化せずに運用され得ること、既往の企業体が従来の経営思想のま

まマネジメント契約システムにjj~わり得ること、などを検証した。

第81立では‘第 7i';tまでの分析や検証結果に基づいて、わが悶へマネジメント契約シス

テムの導入の可能性を検5正した.

具体的にはまず、わが国にはこのシステムを運用する潜在能力が存在すること、導入が

きわめて容易であること、またわが国の公共工事に採用する建設生産システムは、会計法

などの法令の枠組みの市11約を受けること.現法体系の改訂を含めた論議では幾つかの段階

を踏んでシステムの導入を図る必要があること、実現までに膨大な時間と精力を資やすこ

と、などを明般にし、現法体系の枠組みの中で即効性ある第一段階の提言を方向付ける線

拠を述べた.

そして、米国的システムの直紛入的導入による園内市場の混乱や路線、システム自体の

定着の阻害を防止するために、米国的システムの日本的システムへの修正が必要であるこ

と、それにはわが国の市場総造の枠組みは、わが国の伝統的な特性を温存させながらその

一方でシステム機能の有効な発部のために米国J3(J価値観もいくつか取り入れる必要がある

こと、このシステムがわが国に定許するためには有能なマネジメント実施者が権能を発揮

できる環境整備カf不可欠であること.そのために、国家資格試験制度を設け、資格取得後

における登録更新と教育訓練の環境整備によって、質的水準の維侍を考える必要があるこ

と、などを0]1らかにした.

そして、国家試験の合格者の有資絡者をマネジメント笑施者ーと定めること、法に定める

公的機関を実施機関とすること、オーナー型‘エージェント型、設計拡張型の3形態で運

用すること、既存の資絡の技術土を設計者の、土木胞工管理，技土を請負工事業者の、有資

修者と位鐙づけること、などを定めた日本的なシステムを提言した.

樹~にこのシステムの、わが国での有用性を確認するための試行倹証を行った.検証の

対象には、米国でマネジメント契約システムに特に適用性が認められている大規模なプロ

ジェクト及び儀めて多く分割して請負契約をするプロジェクトの二種類を選択して、具体

的に公共機関による運営を思定した.検証の結果、わが国の公共機関でも、十分な適用性

が確認された.

以上、本研究の成果を要約すると、わが国の公共事業の制度の改善を行う際の一つの具

体的な考え方として、米国の建設市場の経験を適用して提言したものである。現在のわが

国の公共'Jj:業の執行体制は、明治以来の枠総みのしがらみの中で、発注者たちを自縄自縛

に陥らせている。具体的には、発注機関と受注業者が分担する役割と能力との聞の零離で

あり、公共事業の諸制度の形骸化である。その打開の方法を採るために‘建設分野の歴史
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の先輩たる米国の過去の経験に学ぶことは、良重かつ有五まな街針を得ることができる‘と

考えられる。その一つが、マネジメント契約システムのわが国の公共事業への導入のl~d
であり.マネジメント契約システムが愉える多織性を導入させることによって、硬直化し

たわが国の公共事業の体制に、解決の道を妬くことが期待できる、とJtえられる。

最後に、本研究の課題についてまとめる。

本研究で得られた成果から、今後検討されるべき課題は次の通りである.

まず、本論文で提言した第一段階に位置づけられるシステムの、わが国の建設市犠にお

ける推進と定着である。ついでその運用が軌道に乗ってから以降の、新しい環境の受俄で

ある。具体的には法体系の見直し、市場の開発、人材の煽り起こしなどが必要である、と

考えられる。

法体系の見直しに関しては、現行の会計法を含め、建設分野の法体系の枠組みが.公共

事業執行に及ぼす制約と影響を採り、公共事業の執行のあり方について発注機関と国民の

コンセンサスを図るための知見を燦ることであるa その結泉をもとに.法体系のあるべき

方向付けを行うことである、と考えられる。

そして近将来的な採題として、このシステムの市場価値を定着させ、新しい法体系によ

って方向付けられた環境のもとで市場の開放 ・鉱大をはかり、究径約には民間企業の活動

による市場原理!こ委ねられた運用に益事かれることである、と考えられる.第一段階におい

て供給される人材は、主として現行の行政側の人材の効率的湾配位によってかl出される可

能性が高いと恩われるが、新しい段階に進んでは.民間の分野の人初の活用が、より効采

的に促進されると想像される。その場合、市場拡大の方向に沿った、更にf凡汗j性の高いシ

ステムの構築を試みる必要がある、と考えられる.
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